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刊行のことば

　本書は，昭和45年度：における研究および事業の経過について述べたもので

ある。

　45年度に刊行したものは次の通りである。

　　　　中学生の漢字習得に関する研究（報告36）

　　　　電子計算機による新聞の語彙調査（∬）　（報告38）

　　　　電子計算機による国語研究（皿）　（報告39）

　　　　送りがな意識の調査（報告40）

　　　　待遇表現の実態（報告41）

　　　　動詞・形容詞問題語用例集（資料集7）

　　　　現代新聞の漢字調査（中間報告）　（資料集8）

　　　　圏語年鑑（昭和45年版）

；昭不046年6月

国立国語研究所長

　　　岩　淵　悦　太　郎
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昭和45年度の調査研究のあらまし

本年度の研究項目および分担は次の通りである。

　（1）現代語の文法の研究一文体と文法との関係一

　②　全国方雷文法の対比研究

　③　X線像による調音運動の研究

　（4）語の意味・用法の記述的研究

　　　　　　　　　　　　　　一動調・形容詞等一

　㈲　日本言語地図作成のための薪究

　　　　　　　　　　　一作図ならびに検証調査一一

　（6）児童・生徒の漢字使用に関する研究

　（7）就学前児童の蜜語能力に．関する全国調査

　（8）言語の表現機能と伝達効果の研究

　（9）明治藤代語の硯究

　　　　　　　　　一明治初期に．おける漢語の研究一

　㈹　電子計算機による雷語処理に関する基礎的研究

　（11）社会構造と言語の関係についての基礎的研究

　⑫　現代語の表記法に関する醗究一新聞語彙調査に．

　　　　　　　　　　　伴う漢字および表記の研究一

　㈱　漢字機能度の砺究

　（U）電子計算機による語彙調査

　　　　　　　　　　　　　一新聞を資料とする一

　岡　国語および国語問題に関する情報の収集・整理

謡しことば研究室

話しことば研究室

話しことば研究霊

書きことば研：究室

地方言語M究室

国語教育研究室

国語教育研究室

言語効果研究室

近代語研究室

第一資料研究室

第二資料研究室

第三資料研究室

第三資料研究室

言語計量調査室

（1）現代語の文法の研究一文体と文法との関係一……現代日本語の：文法現象

　が文体の形成にどうかかわりあうかという観点から，比喩表現をとりあげ

　た。そして，その成立条件や，言語形式と対比構造の関係などについて考
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　察するために，文学作品の比喩表現例および辞書の比喩関係箇駈をカード

　化した。また，比喩のめじるし語とその組み合わせを整理する試案を作成

　した。

｛2＞全国方言文法の対比研究……昭和41年度：から3年間にわたっておこなつ

　た全国方言の文法についての調査の結果の整理をすすめる一方，44年度か

　ら，史的価値のたかい方雷の録音とテキスト化を各地の醗究者の協力をえ

　つつ，4か年計画ですすめている。同時に，それら方言の文法についての

　記述的な解発をおこなっている。

㈲　X線像による調音運動の瞬究……前年度にひきつづき，霞本語の種々の

　音声の発音に際しての音声器官の運動を，X今戸：画フィルムによって分析

　した。

〈4）語の意味・用法の記述的研究一動詞・形容詞等一……語の意味を区別す

　る特徴についての分析・記述を，だいたい本年度で打ち切りに，した。また，

　用例fa　一ドをいくつかの観点から整理して『動詞・形容詞問題藷用例集』

　（資料集7）を作成し，刊行した。

〈5＞日本言語地図作成のための野営一作図ならびに検証調査一……『日本言

　語地図』第4集・第5集の編修のための作業を行なった。なお，資料の意

　味づけのための検証調査を，九州各地および八丈島で行なった。

｛6）児童・生徒の漢字使用に関する研究………『中学生の漢字習得に関する

　硬究』（報告36）を刊行した。一方，前年度にそれぞれ一部について実施ず

　みの「高校生の漢字使用の習熟の様相を見るための調査」，　「高校生の漢

　字の読み書き調査」の整理を進めた。また，小学校6年生・中学校2年生

　を対象に，漢字の構造に関する知識および筆順の習慣に．関する調査を実施

　した。

〈7）就学前児童の言語能力に関する全国調査……本年度は「三酉前児童の言

　語能力に関する全国調査」の報告書をまとめる三年計画の第一年次にあた

　る。すなわち，昭和42年度に実施した「就学前児童の文字力調査」につい

　ての集計・整理を行なうとともに，検証調査，資料の補充を進めながら，
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　このテーマに関する報告書原稿の執筆に着手した。なお，その作業が一段

　落したU月に，その中閥報告会をひらいた。

（8）雷語の表現機能と伝達効果の研究……「言語表現における場面の効果の

　研究」とf文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究」とに分かれ

　る。ことしは，後者に集中して調査研究を行なった。まず，昨年し残した

　自由な場での幼児の話しことばの資料を，　「ことばカード」および「カー

　ド集」として作成した。ついで，補充調査として，年少児の話しことばの

　録音，文字化を行なったδこれに加えて，これらカードを使って，幼児の

　ことばを構文的・形態的に分析する研究も昨年に継続して行なった。

〈9＞明治時代語の研究一明治初期における漢語の研究一一……明治初期の各種

　の文献に現われた漢語の実態を調査し，現在の漢語と比較対照するため

　に，①漢語山霊に関する著書・論文目録の作成，②翻訳小説『欧州奇事花

　柳春話』および『通俗花柳三三』の総文節索引の作成と分析，③近代語資

　料の調査などを行なった。

鋤　電子計算機による言語処理に関する基礎的砥究……前年度にひきつづ

　き，漢字かなまじりのデータの処理システムの開発と実験を行なったQ今

　年度は，「品詞の自動認定プログラム」「KWIC（索引）の作成プログラ

　ム」を作成し，所期の成果を得た。またプログラム作成の基礎データを得

　るために，漢字かなまじり文の文字のエントロピー（連続確率）の計算を

　行なってきたが，2文字連糸・4文字連糸について確率表をまとめた。

　　昭和43年度から中断していた「話しことば資料の機械処理の研究」を再

　回し，今年度中に残り作業と分析を完了し，結果を『待遇表現の実態』

　（報告41）にまとめた。

綱　社会構造と言語の関係についての基礎的研究……前年度に引き続き，福
　　　ほばら　　　　　　　　　　もにわ
　島県保原地区および茂庭地区を中心に調査を行なった。前年度実施した面

　接調査の整理・集計を進めつつ，さらにアンケート調査を実施し，また，

　各種場面砕おける言語使用の変容について調査をした。社会構造と方言語

　彙との関係をみるために，親族語彙，特にアニ・アネ，オジ・オバ名称に
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　重点をおいて，通信調査を実施した。東北・北陸の3地点の親族語につい

　て面接調査したほか，方言集から資料を収集した。また，性向語彙につい

　て，アンケート調査をした。

㈱　現代語の表記法に関する朝湿一新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研

　究一……前年度に引き続き，1紙朝刊前半分絹語例表の作成を行ない，こ

　れを完成させた。また，1紙1年分の度数表をもとに，中間集計の結果を

　『現代薪聞の漢字調査（中間報告）』（資料集8）として刊行し，さらにい

　くつかの分析を行なった。また，　F文字使用の実態調査」の結果を，　『送

　りがな意識の調査』（報告40）として刊行した。

⑱　漢字機能度の研究……三年計画で新たに．始めた特別研究である。当研究

　所がこれまでに実施した婦人雑誌，総合雑誌，雑誌九十種の語彙調査，お

　よび，現在電子計算機で進めている二一語彙調査の結果を，漢字を中心に

　して集大成し，漢字による造語の実態および各語の使用頻度に関する情報

　を結集する。これによって現代語の中での漢字の機能を各藩について数量

　的にとらえる。今年度は，三種の雑誌語彙調査資料を分野別に整理して総

　合台帳に記載する作業を行なった。来年度以降は，語彙調査資料の集成と

　は別に被験者による実験調査を行ない，客観・主観両面から現代における

　漢字の機能を明らかにしたい。

鋤　電子計算：機による語彙調査一面聞を資料とする一……前年度に引き瞬ぎ

　新聞語彙調査の作業を継続し，調査全体の原デーータの漢テレさん孔作業を

　完了，それについて長単位処理をほぼ完了した。データの中処理はこの分

　について進行中である。なお，『電子計算機による新聞の語彙調査（■）』

　（報告38）および『電子計算機による国語研究（N）「』（報告39）を刊行した。

㈲国語および国語問題に関する情報の収集・整理……例年の通り無聞・雑

　誌。単行本について調査し，『国語年鑑』の資料として整理した。

　なお，上記の硫究のほかに，以下の研究igについて文部省科学研究費補

助金の交付を受けた。
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総合研究A　日本語の電子計算機処理のための基礎的研究（代表　岩淵悦

　　　　　　　太郎）

一船研究B　現代語の形成過程に関する基礎的研究（代表　岩淵悦太郎）

　〃　　C　語の情緒的意味のSemantic　D1ffereatia1による研究（代表

　　　　　　　西尾寅弥）

本年度の研究組織は次の通りである。　（口召和45勾三4月　1　tヨ現在）

◇第一隣究部　部長　野元　菊雄

　話しことば研究室　上村　幸雄（室長）　中村　　明　　高田　正治

　書きことば研究室　西尾　寅弥（室長）　宮島　達夫

　地方雷語研究室　　徳川　宗賢（室長）　本堂　　寛　　佐藤　亮一

　　　　　　　　　　高田　　誠

◇第二研究部　部長　芦沢　　簾

　属語教湾研究室　　村石　昭三…三（室長）　根本’今朝男　　天野　　清

　言語効果研究室　　高橋　太郎（室長）　大久保　愛

◇第三研究部　部長　斎賀　秀夫

　近代語研空室　　　飛田　良文（窒長）　松井　利彦

◇第四研究部　部長　林　　四郎

　第一資料隣究室　　田申　章夫（室長）　南　不二男（外国出張申）

　　　　　　　　　　江川　　清　　　　　　中野　　洋

　第二資料研究室　　飯豊　毅一（室長）　渡辺　友左

　第三資料研究室　　土屋　儒一（室長）　野村　雅昭

　言語計量調査室　　石綿　敏雄（室長）　斎藤　秀紀　　村木薪次郎
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現代語の文法の研究

　　　　　　　　　一文体と文法との関係一

　　　　　　　　　　　A　目　　　　　的

　現代日本語の文法現象が，とくに文体の形成にどうかかわりあうか，とい

う観点から，比喩表現をとりあげ，次の項目ごとに分析・考察し，分類・記

述する。

（1）比喩をあらわすことのできる欝欝形式には，どんなものがあるか。

（2）比喩をあらわしうる言語形式が比喩を実現するための条件としては，な

　にが考えられるか（比喩表現であると判定するさいには，どんな種類のむ

　ずかしさがともなうか）。

（3）比喩が実現している場合の雷語形式のそれぞれにおいて，どのような対

　比の関係がどう表現されているか。

B　担　　当　　者

話しことば醗究室の中村明が担当し，衛藤蓉子がその作業を助けた。

C　本年度の作業

，（1）文学作品（作品選定の規準と結果は『年報21』に示した）から比輪表現

　の実例を集める作業を続けた。

　1）比喩意識をともなう用例（規準は『年報21』に示した）を11編の作品

　　（佐藤春夫『田園の撫牛』・室生羅星『杏っ子』・岡本かの子『母子叙

　　情』・平林たい子『施療室にて』・永井龍男『風ふたたび』・椎名麟三

　　『永遠なる序章』・三島由紀夫『金閣寺』・福永武彦『草の花』・石原

　　慎太郎『太陽の季節』・開高健『裸の王様』・大江健三郎『死者の奮

　　り』）から採集し，fU　一一ド化した。（前年度からの累計35編）

　2）比喩との関連を感じさせる全用例を5編の作品（島崎藤村『夜明け

　　　　　　　　　　　　　　　一6　一



　　前』・徳田秋声『縮図』・内田百闘『実説艸平記』・横光利一『機械』

　　・安部公房『他人の顔』）から採集し，カード化した。（前年度からの

　　累計14編）

（2）Cの（1｝の分類・考察の基礎としてフ語（句）単位での，固定した比喩表．

　現の概要を知るために，『岩波国語辞典』から抽幽した，比喩に関係しそ

　うな箇所をカード糊した。

（3＞Cの（1）の一部から，比喩のめじるし語（現代語で直喩をあらわす言語形

　式を構成する語，いわば比喩マーク）をぬきだし，語の意味よりは比喩が・

　実現しうる言語的環境の条件に重点をおいて，i整理した。

　1）めじるし語どうしが，どういう組合せと順序であらわれるか，を概観

　　できる関係図を作った。

　2）1）の組合せから型を抽出し，検索の便を考えて記号。番号によ．って整

　　楽し，実際の絹例をそえた，分類の試案を作った。

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

（1）文学作品からの比喩用例を1編分補充し，累計50編で用例採集をいちお’

　ううちきる。

（2）採集した全用例にあたって，比喩のめじるし語を追加し，その組合せの

　分類・整理・図表化を整備する。

（3＞Cの（2＞を比喩的転換の性格によって分類・整理する。

（4）Cの（1）のめじるし語なしの用例を検討し，Dの（3）の結果にてらして分

　類・整理する。

（5＞境界線上の用例について検討し，Aの（2）を考える。

（6）比喩の形式と対比の関係を調べ，Aの（3）を考える。

（7＞比喩の総合的考察をおこない，用例を言語面の諸条件から類別し，再挙

　理を試みる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村）
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全国方言文法の対比研究

A　目　的・意義

　日本語の方言の文法を，相互に，また，標準語と比較でき’るかたちで，研

究する。そのために，国立國語研究所地方研究員の協力をえて，沖縄をふく

む全国の方雷について，統一的な方法による調査をおこなう。研究の重点

を，方言の文法現象のうち，文の述語としてもちいられる各種形式の形態論

的構造の記述におく。

　この硬究の目的は方言の文法について，統一的な方法による全圏的規模の

調査をおこなうことによって，今後の，方言および標準語の文法の各種の研

究に必要な基礎資料をえることである。また，えられる資料は，方言地帯に

おける標準語教育を改善するためにやくだっはずである。

　なお，この研究は，地方言語研究室が昭和38年からおこなってきた「各地

方言の共通語との対照的硫究」をひきつぐものである。

B　担　　当　　者

　話しことば硬究室の上村幸雄，高田正治，衛藤蓉子の3名が担当した。ま

た，今年度おこなった諸方雷の録音とテキスト化は，つぎのひとびとの協力

によるものである。

　　加治工真市（沖縄浦添高等学校教諭），本永清（沖縄平良市宮古高等学

　校教諭），寺師忠夫（鹿児島県名瀬市元大島実業高等学校長），田畑英勝

　（鹿児島県名瀬市大島高等学校教諭），浅沼良次（東京都八丈町八丈高等

　学校教諭），加藤宜彦（東京都八丈町三原中学校教諭），角谷稲代（陶芸

　家），山口幸洋，馬瀬良雄（信州大学助教授），後藤岩雄（秋田県雄勝郡

　十文字町植田小学校教諭）
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C　本年度の経過と今後の予定

　：本年度はつぎの仕事をおこなった。

＜1＞41年度から43年度までの調査の結果の整理

　　結果の整理は一部を46年度へもちこした。

〈2）補足のための調査

　　41年度から43年度までの調査を補足するために，八丈島および奄美諸島

　において，文法の調査と録音資料の採集とをおこなった。補足のための調

　査は47年度までつづける予定。

切　方言の録音とテキストの作成

　　話しことば研究室では，方言のほろびてゆくなかで，信頼できる，良質

　の研究資料を今後に確保するために，これまでも，方書の録音とテキスト

　化（音声表記，標準語訳，注つき）とをおこなってきたが（騨報20』P．

　8，r年報21』P．15参照），45年度は，前記の人々の協力によって，沖縄，

　奄美，八丈島，本土の僻他の合計10地点において録音とテキスト化とをお

　こなった。また，44年度に録音，テキスト化をおえたもののうち，つぎの

　1点を方言録音資料シリーズの続編として印刷した。

　　（シリーズナンバー）　　　　（方言名）　　　　　　（編者）

　　　　　12　　　　沖縄・瀬底島方言　　　　内間直仁

　録音とテキスト化の仕事は45年度から48年度までの4年閥に，各地の方書

研究者の協力をえて合計約50箇所の方雷についておこなう予定である。対象

とする方言は国語史的な緬値の高い僻地（奄美，八丈島など，また内陸部僻

地）を主とする。また，その成果は順次，方言録音資料シリーズとして印刷

していく予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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X線像による調音運動の研究

　　　　　　　　　　　A　目　的・意義

　標記の研究は，話しことば研究室が継続的におこないたいとかんがえてい

る日本語音声の研究の一部をなすものである。音声の研究は，現代日本語の

音声の音韻論上の個々の問題，表現的な癒々の特徴，指導法などをあきらか

にすることを目的としておこなう。おもに標準語の音声を分析の対象とする

が，今後は比較の必要から，方言や外国語の音声，または，病的異常のある

音声も対象とすることがありうる。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　話しことば研究室の上村幸雄と高田正治の2名が担当した。

　　　　　　　　　　　C’本年度の作業

　本年度も，ひきつづきX線像による調音運動の研究をつづけ，標準語の個

個の単音を発する際のX線映画フィルム像の計測とトレース作業とをおこな

った。また，そのとき発せられた音声について，ソナグラムおよびオシログ

ラムによる分析をおこなった。

　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　上の研究は，46年度中におわら．せ，47年度から次の醗究へうつる予定であ

る。また，上の砥究の成果の刊行は，予定よりおくれたが，46年度中におこ

なう予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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　　　　　　　語の意味・用法の記述的研究

　　　　　　　　　　　一動詞・形容詞等一

　　　　　　　　　　　　A　目　　　　　的

　現代語の動詞・形容詞等の皆野。用法を，言語作品の中で実際（C使われた

用例によって分析・記述するのが目的である。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　動詞は丁丁達夫，形容詞は西尾寅弥が分担し，高木翠が全般の作業を助け

た。

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　語の意味を区別する特徴についての分析・記述は，本年度でだいたい打ち

切りにした。

　また，われわれの使用している動詞・形容詞等の用例カー｝“を資料とし

て，いくつかの観点から用擁を集めた『動詞・形容詞問題語用例集』　（資料

集7）を作成し，刊行した。（44年度の年報で，「動詞・形容詞資料集」と呼

んで，内容の一部を例示したもの。）

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　46年度に，　「動詞の意味・用法の記述的研究」　「形容詞の意味・用法の記

述的研究」という形で，この研究の結果をまとめ，刊行する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西尾）
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　　　　　　日本言語地図作成のための研究

　　　　　　　　一作図ならびに検証調査一

　　　　　　　　　　　A　目　　　　　的

　現代日本語の基盤を地理的に展望し，かつ，日本語の歴史を言語地理学的

に考察するために，日本言語地図（金6集，各集とも言語地図50面，参考地

図1面）を作成する。

　あわぜて，日：本雷語地図に盛られている資料の性格を明らかにするための

検言正調査を歪ラなう。　・

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　地図作成については，第一研究部長の野元菊雄，地方言語研究窒の徳川宗

賢，：本堂寛，佐藤亮一・，高田誠が共同してあたり，研：究補助員白沢宏枝，中

野文子が協力した。また，非常勤職員W・A・グPt・一夕一スほか多くの人々

の援助を受けた。

　検証調査には，地方言語研究室の徳川，本堂，佐藤，高田が参加し，話し

ことば研究室の上村幸雄の協力を受けた。

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　昨年度までの経過は，『年報7』ないし『年報21』について晃られたい。

　顕本言藷地図の作図・編修については，第4集編修・刊行のための作業，

および第5集（動物・植物に関する名詞などの言語地図50面，参考地図とし

て近代交通図1面を含む）編修のための作業を行なった。第4集の刊行は，

『年報21』には昭和45年3月となっているが，実は，都合により6月となっ

た。

　検証調査については，昭和45年10月と昭和46年3月との2回，九州地方各

地（1地点八丈薦を含む，昭和46年2月15臼調査）で，次のような調査を行
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なった。目標は，10か年の間隔をおいた同一被調査者に対する画一調査の結

：果の比較である。もし調査結果聞に差異が現われた場合には，その場で関係

．清報を集め，その性格を分析することにした。昭和35年度の「日本書語地図

作成のための調査1で訪円し，今園ふたたび訪卸した地点（地点番号・被調

査者氏名。前回の調査者と今圏の調査者）は，次の通り。

　　　　調査地点

佐賀漿東松濡郡：玄海町牟形（7239．24）

：福｝岡山粕屋君韓≠一三罎山江誓田丁　（7322．21）

ゴ（夕｝県西霞葺ミニ鴛醇莫三珪1電ゴく字詰二　1：；1種　（7326．41）

大分県東口東郡罵東町安綴寺宇目野（7326．69）

福岡璽八女郡矢部村大字北矢部同点（7353．03）

大分県大野郡大野陶大字繊申字上勝庵（7356．70）

熊本県阿蘇郡一の宮陶大乱宮地（7364．34）

欝崎県東fiヨ杵山田…葉㌻す大宇大河内添郷（7394．85）

熊本彙球磨郡相馬村大二四浦掌初ll串（8303．13）

山崎桑東諸粟郡霞目町本庄字八幡（8325．03）

宮臨箸県宮LT9｝君郵E｛ヨ野町胃ヨ黒草　（8335，1］L）

　（以上昭和45年1e渥　26日～30田調査）

東京都八丈隠中之影向里（7659．62）

　（以上昭和46年2月15出講査）

長崎票壱岐郡郷ノ浦町里触（7218．26）
み

長ll護｝県松弄倉！二言ぎ御厨目高通り　（7238．86）

ぷ

長崎県南松浦郡薪魚廷i町立串（7256．64）

控賀県東松講習浜玉町大字浜崎（7330．31）

長崎梁南高来郡国賊町多比良馬場（7361．82）

熊本藁上益城郡甲佐町大字上野lil字下大谷（7373．92）

熊本禦八代市日奈久竹ノ内鍵（7392．33）

熊本興天草郡河浦晦宮野河内字本郷（8300．25）

宮崎県西諸県郡野尻晦大字紙麗策上原（8324．26）
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　　譲調査者　　調査泰
　　　　　（S．35）　（S．45）

寺田　吉治　柴　田一高　田

藤　　二二　上村幸一佐　藤

佐当伝十郊　野　元一徳　BI

栗林　森作　糸　井一徳　川

栗原　信穏二上村幸一塞　堂

足立　　勇　野　元一本　堂

田島　軍記　秋　由一本　堂

椎葉伝三郎　野　元一高　田

山田　　需　上村幸一高　｝灘

井剤日常男　岩　塞一佐　藤

横山　年行　野　元一佐　藤

菊泡　豊蔵　柴　1王ト上村箋う

山ロ麻太郭　柴　田一佐

中山　義一　西　島一二

小倉　　清　西　島一高

森　　　正夫　　小　　野一佐

太田清三郎　柴　関一徳

田上　末雄　秋　山一徳

西村政善秋山一徳
池田　源市　．ヒ村幸一徳

迫田　　勇　岩　本一一本

藤
田
閏
藤
川
川
川
川
堂



鹿児島菓酒之表市西表字小牧（8393．　69）

　（以上昭和46年3月8　臼～24H調査）

　以上22か駈を訪ねたことになるが

できなかった。

　　　　　　日高慶慈上村孝一本堂：

，‡印の2か所では，事情があって調査

D　今後の予定

　日本言語地図の作図・編修の作業は，6集完結まで続ける。その期閥中，

毎年新しい観点による検謹調査を企画し実行する。検証調査全般の詳しい内：

容および結果については，機会を改めて報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳川）
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児童・生徒の漢字使用に関する研究

　　　　　　　　　　　A　目　　　　　的

　児童。生徒の漢字使用力の様相を明らかにするとともに，漢宇使矯力の要

霞を解明して，漢字指導を組織化するための基礎資料を擾供する。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　国語教育研究室の根本今朝男が担当，川又瑠璃子がこれを助けた。なお，

臨時補助者が，一部の集計作業を助けた。

　また，報皆書『中学生の漢字習得に関する研究』（報暫36）の刊行のため，

その最終原稿の完成，校正などの仕事を行なった。これには，共同研究者で

あった芦沢節（第二研究部長），中村明（現話しことば研究室員），根本今朝男

がそれぞれ分担して当たった。この作業についても川又瑠璃子が終始これを

助けた。

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　『中学生の漢字習得に関する研究』（報告36）を刊行した。一方，前年度に

一一白ｲ査を実施した「高校生の漢字使用の習熟の様相を見るための調査」お

よび，同じく一部実施の「高校生の漢字の読み書き調査」の結果の整理分析

の作業を進めた。

　また，本年度の研究の一部として，児童・生徒の漢字の構造に関する知識

および筆順の習慣に関する調査を実施した。これについては，整理集計作業

の大体が終了した。以下，この調査の概略を中心に．報告する。

　　児童・生徒の漢字の構造に関する知識および筆順の習憐に関する調査

1．この調査のあらまし

　この調査は，　「児童・生徒の漢字使用に関する研究」の一環として，小学
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校6年生，中学校2年生に対して，漢字の構造に関する知識および漢字の筆：

順の習慣について調査し，その実態を明らかにしょうとするものであるQ調

査閥題は小・中学校共逓にすることによって，発達の様相が見られるように．

した。

2．調査対象

　調査の対象とした児童・生徒は小学校6年生70各　中学校2年生151名

で，内訳は次のとおりである。

　　小学校　東京都中野区立A小学校（6年忌　2クラス　男子32名，女子・

　　　　　　　　　　　　　　　　　38名，　言『野70名）

　　「｛＝1学校　東京都北区立A中学校　　（2年生　2クラス　男子38名，女子・

　　　　　　　　　　　　　　　　　38葦ζi，　言十76名）

　　　〃　　愛知県名古屋市立B中学校（2年生　2クラス　男子39名，女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　子36名，計75名）

3．調査の時期

　昭和46年3月　（ノ」、学校・中学校とも）

4．調査の内容

　調査問題は，大きく分けて問題1～iiLE題5までの5悶である。問題1は五、

つの小閥からなり，漢字一字～字の音および調について識別させる聞題であ

る。問題2は漢字2字で表わされる単語を与え，その漢字に斎よみ，訓よみ

の場合のよみを記入さぜる聞題である。聞題3は漢字の部首（偏労冠脚）と

しての部分の名称についての知識を見るもの。聞題4は，文字としては簡単

な漢字で，筆順がまぎらわしいと思われる漢字5字を選んで，その正誤では

なく，児童・生徒が実際にどの筆順に従っているか，その実際を見ようとす

る問題である。閥題5は漢和辞典の使用との関連を考えて，漢字の画数をど

の程度誤りなく認識しているかを，画数を数える上で，簡単なものから比較

的むずかしいもの，とりまぜて10字を選んで調べる閥題である。

　テスト問題の全部を次に掲げる。
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　〔テストの閥題〕　（原文は縦旧き）

問題1．つぎの（1）～（5）の漢字のそれぞれのよみについて，そのよみを示したひらが

　　　　　　　おん　　　　　　　　　　　　　　くん

　なの部分を，音よみは○で，調よみは□でかこんでください。

嚇蔀源灘（・〉囁℃（・蝶（・既撃

問題2．つぎの並巾（1）～（5）の，酬よみを右がわの（）内に，音よみを左がわの

　（）内に書き入れてください。

（1）朝ll（・騨8（・醐ll（・）翻1∋（・）姉妹8

問題3．つぎの，（1＞～⑳の，点線の下に示したものは，いずれも漢字の部分として

　使われますが，これらには，それぞれ一定のよびかたがあります。例にならっ

　て，その名まえを書いてください。

　　　　（例）校……木（きへん）

（1）家……｛（　）

（4）形……　（　）

（7）疹羅・一…　F弓　（　　　　）

（1①草……一H“（　　）

（！3）睡翼・・…　　’［コ　　（　　　　　）

α6）頭……頁（　　）

⑲起……走二（　）

（2）原。・・。・・ダー　（

（5）塞……de（

（8）体・・一層イ　　　（

㈱兄……ん（

（1¢病……ヂ（

㈲霜……Ut“（

齢匹……に二（

（3＞盛i…　師・皿　　（　　　　）

（6）底……　（　）

（9）照．’・・鱗㍉、、、　（　　　　）

（12）部・●．・鴨　　ぢ　　（　　　　　　）

（15）進……L（　）

圖陸……＃　（　　）

問題4．つぎの（1）～（5）の漢字を書くとき，あなたは，それぞれどのようなじゅんじ

　ょで書いていますか。じぶんがふだん書いているじゅんじょの今一を｛の中から

　えらび，その番号を○でかこんでください。

α畑
ﾐ1器②右｛il蒲嘉（3）左｛il蒙鷲

ω必∫1：レ：蹴　（、）方gl：：＝黎

　　　／3．その他　　　131その他

　　　　　　　　　　　　　　どう　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かく
問題5．ある漢寧を，いくつの動作で書くかということを，その漢字の葱数といい

　ます。つぎのω～㈹の漢字の画数は，それぞれいくつでしょうか。例にならっ

　　　　　　　　　　　　　　　一17一



て，書いてください。

　　　　　（例）三…

　　（1）出……（画）

　　c茎）九……（画）

　　（7）世・輔…　　（　　1更蓄）

　　⑩糸……（画）

5．実施の方法

…（3画）

　（2）皮會曾一・・　（　　画）

　（5）考……（画）

　（8）進一…　。　（　　画）

㈲月……（颪）

（6＞＃ヒ…　999　（　　画）

（9）詫i斐・・…　曾　（　　魑）

　名古屋のB中学校については，当方から出向いてわれわれが実施した。都

内のA小学校とA中学校との両校については，事前の連絡を密にしたうえ

で，学校側IC実施を依頼した。テストはふだんの教室の中で行ない，テスト

法としては作業制限法によった。

6．調査結果の概要

　調査結果について，間題ごとに，そのあらましを小・中を対比させながら

述べてみる。なお，以下の各表中，男・女。計欄の数字は正答者数を示し，

パーセント欄は，調査人数に対する正答者数の百分率を示す。

1）　問題1　音か訓かを指摘させる問題の結果

　　〔問題　1〕　小学校
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※調査人数　　男32人，　女38人，　計7G人

　以下，各署とも同じ。

一18一



〔問題　1）　申学校
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　　　　　　②　B申学校
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　以下，各表とも訓じ。

男38入，

男39人，

男77人，

女38入，

女36人，

女74人，

計76人

計75人

合計151人

　間題1については，地域差，小6と中2との差とも，ほとんどない。男女

差という観点でも，クラスごとに多少の差はあっても，全体としての差は認

められない。そして，この調査結果の限りでは，中2にくらべて小6の正答

率が相対的に高かった。

　この二二で，小。1＝図こ共通して見られる現象として，たとえば「水」にっ
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いて，スイ・みずというように，その音・訓を正確にとらえ得た者は，他の

文字についてもほとんど正答しており，反対に，すい・ミズとその音・訓を

逆転して答えた者は他の文宇についても同様に音・訓を逆に五郎していると．

いう二藍が認められた。

2）問鍾2　音よみ，訓よみの形をたずねる問題の結果

　聞麺2では，　「春秋（シュンジュク）」という語のよみが小・中とも最も

むずかしかったようである。小学校に関しては正答者0，中学校でもその正．
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“，lttt’一’一il［’tmbtrkg44s7．s761．olss7s．3／／i354s．s15267．sl15571．21924．71・5064．g15166．21i・45ss．4

学　i女エε覇｝55

校1

姦数1　1597∴、i40S4．　i1527e．　3i5574．　311i1、。，i618」18。、i608。1

計｝計鷺劇99譜。，1エ11∴， lo№刀D　g’lng2．　s13elg．　g’i／1113．　slll；4．　2110i’g．　sl・

答率は19．9パーセントと他の語に．くらべて飛びはな：れて低い数値を示してい

る。これは，　「シュソジュウjという単語にふれることが日常生活上少ない

ということを反映しているものと懇われる。また，問題2では，　「ネンゲ

ツ，としつき」と読んでいるの1こ，訓を左がわに，音を右がわにというよう

に，團答詑入の位置が逆になっている者が羅立っている。この種のものは問

題の性質．と，誤答として扱った。内容として漢語，和語の識別という作業を

課したわけであるが，これはややむずかしかったようである。

3）問題3　部首（偏秀冠脚）のよび名をたずねる閥題

　間題3の結果は表に示したとおりである。全体として，小学校40．4パーゼ

ン5，・・｝三校74．6パーセントの出来で，ここでは学年差が大き’く物を言って

いるようである。結果の取扱いでは，　「がんだれ，いちだれ」のように，必．

ずしも伝統的とは書えないとしても，捲導の便宜上学校でそのように呼ばれ．

る習慣があると思われる名称は，それを取り入れて正答として扱った。「う．

かんむり・くさかんむり・もんがまえ・にんべん」など，身近であり，学校

の授業の串でも触れることが多いと思われる部誉名については小・中とも901

パーセントを越える正答率を示しているが，　「さんづくり・ひとあし。かく

しがまえ・そうにょう」などは，おしなべて10パーセント以下という低い正．

答率であった。

4）　聞題4　筆順をたずねる閤題の結果

　ここでは，教育漢字で，小学校第1学年配当の漢字「右。左・副，第2噛

学年配当の漢字「方」，第4学年配当の漢字「必」の5字の筆順の習慣につ

いてたずねた。どの筆順が正しいかとは問わなかった。したがって，この阿
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（問題　3〕　小学校・中学校
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〔問題　4〕　小学校・中学校
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答の結果からは，　「筆順指導の手引き」に示されているところの筆順につい

て知っているかどうかはわからない。なお，一般で筆順がよく問題にzされる

「右」の字についてみると，　「筆順指導の手引き」に示された筆順に反応し

た者よりも，別の筆順に反応した者の方が多かった。

5）　問題5　画数をたずねる閥題の結果
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　画数に関する知識の調査結果の，全体の正答率は，小学校82．7パーセン

ト，中学校76．1パーセントであった。この調査の限りでは学年発達が晃られ

ない。この場合，中学校がとくに劣っているとは思われないので，対象校と

した小学校の漢字指導のほう鴎この現象の理由がひそんでいるものと思わ

れる。それはそれとして，半数の識別しやすい漢字と，識別しにくい漢字に

は一定の傾向が認められる。このテストの場合，正答率の高い順に配列する

とつぎのようになる。

　（小）月北皮殺出九進考世糸
　　　leO．　O．Oo・i　98．6　97．1　92．9　88．6　87．1　77．1　64．3　42．9　78．6

　（中）月皮北下九出考進世糸
　　　　94．7　93．4　9L4　90．1　83．4　81．5　64・．2　47．e　46．4　39．1

　これを見ると，月→世までの閥に多少の出入りはあるが，小・中ともほぼ

同傾向を示していることがわかる。なお，　「糸」については，辞典類では6

画として扱っているが，活字体のデザインにひかれたためか，7爾または8

画としたものがあり，ことに中学生では反応が集中しなかった。

　以上，この調査の内容と結果の概略を中心に述べた。ここでは，細かな考

察を加えている余裕がないので，結果の一覧表を比較的詳しい形で載せてお

いた。

　なお，この調査の実施に際していろいろとご協力いただいた関係各校の方

方に，心から厚く御礼を申しあげる。

D　今後の予定

　「高校生の漢字使用の習熟の様相を見るための調査」および「高校生の漢

字の読み書き調査」の結果の集計作業で未完の部分についての処理を進め

る。また，昭和46年度から，3年計薗で開始予定の特別研究「現代児童・生

徒の雷語能力の動態調査」に．移行するが，その一環として漢字使用力の酉も

明らかにして行きたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（根本）
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就学前児童の言語能力に関する全国調査

　　　　　　　　　　　A　目　　　　　的

　幼児・児童・生徒が雷語・文字をどのように習得し，どのように使用する

か，またその要因はなにか等を明らかにする言語発達の研究は，圏語教育，

とくにその教育誹画や指導法の確立，改善のために欠くことのできぬ基礎的

な仕事として重視されなければならない。本調査は昭稲42年度より3か年に．

わたって実施されたが，本年度は幼児の読み書き能力を中心に整理分析を進

めながら，検証補充調査を加えて，このテーマに間する報砦書原稿をまとめ

る。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　国語教蕎研究室の村石昭三，天野清の2名が担当し，福田昭子が作業を助

けた。さらに検証・補充調査の諸段階で，実験協力園（3園），検証調査園

（2園）それに調査員の協力を得た。

　　　　　　　　　　　C　これまでの作業

昭和42年度　就学薗児童の文字力調査一文字力の全国的水準を明らかにす

　るためのひらがなの清音，嬢音，濁音・半濁音の読み・書きテスト，拗

　音，長音，拗長音，促音および助詞「は」　「へ」の読みテスト。他に特定

　幼児の文字調査。

昭和43年度　就学前児童の語彙力調査一一基：本的な語の理解水準を明らかに

　するた：めの範癬化，性状語，時間空間語，動詞分化テスト。

昭和44年度　就学薗児童の語彙，コミュニケーション能力調査一前年度に

　続いての目的をもった動詞テストとコミ＝・ニケーション能力を文の作成・

　変換ならびに物語の再生・伝達からみた諸テスト。

　　　　　　　　　　　　　　　一28一
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D　本年度の作業

　ユ．検証，補充調査

　昭和42年度に行なった「就学薦児童の文字力調劃の検証調査と実験を，

東京，宮城，京都の3地点で，約200名の幼児を対象にして行ない，一方，

特定幼児の文字調査については必要な資料を補充した。

　（1）検証調査　　読みの習得水準（A～H）il‘の各水準を特性づけるため

　　に次の5種のテストを実施した。

　　1．文字：の知覚弁別テスト，2．音韻知覚テスト，3．文字の読みテス

　　ト，4．語の読みテスト，5．文の読みテスト

　　‘串注　すでにプジテストで，読字数は正規分布せず，その定量的分析は不可能で

　　　　　あり，平均読字数は意味がないことが確認されている。それ故，読みの水

　　　　　準設定については，定性分析的方法をとり，次の基準で水準が設定され

　　　　　た。

水　準　　清・濁・単濁・擾音

A
B
C
D
E
F
G
H

71文字

　0
1’v5

6　一一20

21’v59

（Zi，tN一，5？

60N71

60一一71

60一一71

5種の特殊者節
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0
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O
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～
　
5

　
　
　
1
　1
　つ

」

　
　
　
（

｛2）　「特定幼児の文字調査」の補充一窒蘭（優美幼稚園），徳島（内町

　幼稚園），富由（富山大教畜学部付属幼稚園）の各園で直接，資料の補

　充をした。
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　2．調査結果の集計，整理と報告書原稿の作成

　昭和42年度に行なった「就学前児童の文字：力調査」および上掲の本年度の

検証，補充調査の集計・整理を行ない，報告書原稿の作成に着手した。な、

お，昭和45年11月7日，東京・銀座ガスホールで「幼児の読み書き能力」と、

題する研究報告会をひらいて，その中閥報告にあてた。（92ページ参照）

E　今後の予定

　「就学前児童の書語能力に関する全国調査」の報告書作成の作業は昭和48，

年度まで続ける。そして，46年度には『幼児の読み書き能力』　（仮称）の報

告書を刊行し，以下，語彙九コミュニケーション能力に関する報告を予定、

している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村石）
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言語の表現機能と伝達効果の研究

A　目　的・意義

　この研究は言語の表現機能や伝達効果を，韓語そのものとの関連におい

て，とらえようとするものであるが，表現機能や伝達効果と言語の法測性と

が関連する事項のうち，まず，つぎの1と■のふたつのテーマをとりあげ

た。

　1　言語表現における場面の効果の研究……場面によって言語表現がどの

　　ような変容を示すかを，伝達という観点からしらべ，あわせて，場面の

　　分析および表現の分析を行なうことを園的とする。

　∬　文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究……幼児のコミュニ

　　ケーション機能の発達は，言語の獲得あるいは言語活動の形式の分化の

　　なかに．，さまざまな形であらわれる。雷語の表現機能と伝達効果を，幼

　　児の文表現が成立し，文形式が形成されていく過程でとらえようとす

　　るQ

B　担　　当　　者

　本年度はHの仕事に集ゆした。高橋太郎（昭和45年9月1Bより2年間タ懸

出張・オーストラリア，モナシュ大学）と大久保愛が担当し，鈴木美都代がこの

作業をたすけた。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　王【の硬究テーマの経過についてのべる。

　幼児の場合，醤語行動の能力は，言語使用能力ときわめて密接な関係をも

っているので，幼児の使用する活語の分析からはじめることとした。まず，

幼児期における一応の到達点（乳児期よりはじまる雷語獲得過程の，一応の
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到達点）として，4～6歳児の使用する言語の実態を分析することからはじ

めた。伝達活動の雷語的な単位は，　（幼児の場労しばしば，未完成文のな：

かに伝達の単位を見いだすことができるが）　陳述の完成する文であるとさ

れているので，文の講文論的な分析を主として，その構成要素である単語の

形態論的な分析をこれにくわえて，研究をつづけてきた。これまでに，4～

6歳児の文型の概観連体修飾法，補足文，動詞の形態，名詞の格のつかい

かた，文末形式の種類などについて分析した。

　幼児の言語を具体的に分析するためには，大量の資料を必要とするので，

幼児の雷語を録音し，それを文字化してfO　一ドにする方式をとった。44年度

までに，年長児115名，年中児121名，年少児35名，計271名についての録

音を文字化して，のべ約35万枚（ことなり約5，000枚）のfO　一ドと，それを

製本した5種の「ことばカード集」を作成した。さらに43年にはフ3児（3

歳，4歳，5歳）の家庭における自由な場面での発話を録音し，これらを文

字化した。

D　本年度の作業

　本年度は次の作業を行なった。

（1）自由な場面での資料のカード集およびカードの作成。

　3児のことぽを自然な場面で録音文字化したものを『幼児のことばカード

集VI』　（200ページ），および，その分析観究用としてのカード（約15万枚）

を印刷した。

（2）年少児の資料の補充採集

　次の2園の協力を得て，年少児の資料の補充採集を行なった。

　　：索京板橋区，東京自由保育國

　　東京北区，　赤羽台幼稚園

　被験者は男24名，女1◎名，計34名である。

（3）文の構成，陳述の文法的分析

　昨年度の継続として，　「名詞の格の用法」のうちフ　「に格」　「を格」の分
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析と，　「接続詞の月彗法」　「従属文の形式」の分析を行なった。

（4）幼児の接続詞の用法

　分析を行なったもののうち，　「接続調の用法」の一部をのべる。ここでの

調査の対象となった幼児は，年少35名，年中46名，年長は年中児と岡じ子ど

もたちで46名となっている。場面は，調査者と被験者による問答形式で，10

分から30分目わたって話し合ったものである。　（くわしくは『年報17』参照）

①　幼児の使絹する接続調と使絹パーセント

　幼児の使用する接続詞の種類と使用パーセントを年長，年中，年少児にわ
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けてみると前ページのようになる。（かっこの中は実数）

　「それで」が年長，年中，年少を通じて一番よく使用され，ついで年中，

年少では「そして」　「それから」，年長では「それから」　「そしたら」　「そ

して」の順になっている。年長と年中，年少を比較すると，年中，年少では

「そして」を多く使っているのに対し，年長はむしろ「それから」が「そし

て」より多いということが，みられる。また，これら順接の接続詞が多く使

われ，　「だって」　「だけど」　「でも」　「けれど」などの逆接の形式が少ない

ことがめだつ。

②接続調使用の実態

　幼児の接続詞の種類と使粥数を①でみたわけであるが，それでは，どのよ

うにこれら接続詞を幼児は使用しているのか，使用の実態をみることにす

る。幼児の画法を次のように分けて，その実情をみた。

　王　発話のはじめ（話頭）

　　（1＞間投詞的使用

　　（2）質問者の発話の反復

　fl発話中

　　1　文頭

　　　（1）間投詞的使用

　　　（2）他の意味に使用

　　　（3）一応正しく使用

　　　㈲　その他

　　2　文中

　　　（1）間投詞的使用

　　　（2）他の意味に使用

　　　（3）一応正しく使用

　　　㈲　その他

　　3　文末

一番よく使われている「それで」の例をみることにする。年長，年連年
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少からその例をあげる。（以下の文例で，ひらがなは質問者，かたかなは幼児の発

話であることを示す。）

1　発話のはじめ（話頭）

　1．1　遠投詞的使飛

　　質闘者の質問に幼児が答える，その卜しはじめの都分に「それで」が出

　る例である。幼児の頭の中には，蘭の自分の話がのこっていて，それの継

　続と考えているのかもしれないが，一応無意味な使用といえるので闘投調

　的幟1）と名づけた。

年長

年中

年少

ほかICどんなことあった？　○ソイデ　ガッシュクデ　ホリグチクン

　タチ　マクラデ　ナンカ　シテタ。　（幽一1男6：0－7）駐2＞

ほかにもあるでしs。　○ソレデ　ゾウノ

　ダヨ。　（赤一女f4：10－9）

オスベリニモ　ノッタン

この絵を見ながらお話するのよ。

　ツタノ。　　（回申一場男3：10－14）

○ソンデネ　コレオ｝“　Pイチャ

1．2　反復

　質闇者の問いを再び繰り返して，それから答えるもの。無意味なもの。

年長

年中

年少

それで？　○ソイデネー

　（IX－k男5：8－23）

ネチャツタノ，ウナギガ。

それで？　○ソイデ

　（歩一h女5：4－9）

シマウマガ　ワラッタノ。

それで？　○ソイデ　マタ

　（小一佐男4：3－22）

ナイタノ。

H　発話中

　1　文頭

（注1）　「遊びことば」　「起つなぎことば」　「場ふさぎ」と命名している入もい

　　　る。大石初太郎瞬常談謡の接続詞」言語生活36号による。

（漉2）かっこの中は，幼稚園名，幼児名，性別，年齢，幼児ごとのか一ドナンバ

　　　一の略称をこの順序で入れたものである。なお，用例申の＃印は質問者の

　　　あいつちを示す。
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　幼児も，年長児ともなると，文＋文＋文……という長い発話をすること

ができるようになる。その場合二番園の文以下の文頭が「それで」ではじ

まるもの。

1．1　閥投詞的使用

　　　楽しいことあった？　○イロンナ　ウチ　イッタカラ。ソイデネ　コ

年長　　　ノ　マエカラ　キシャガ　キュウコウニ　ナッタンダッチ。

　　　　　（八一s男5：9－12）

　　　　○ウナギノ　トコニ　カメナンガ　ヤッテ　キテ　ソレデ　キョウソ

年申　　　ウ　シタノヨネ。カケッコノ；ソレデ　ウナギサンガ　イットウ

　　　　　ハヤイデシヨ。　（赤一f女4：10－11）

年少　　○ヨルン　ナッテ　ハナビ　ミルンダ。Zイデネ…

　　　　　ヤッタ。　（神一寺男4：4－12）

アメン　トキモ

　これら間投詞的使用は，話頭の場合にもいえたが，子どもの口ぐせなど

もあり無意味なことばである。それは幼児の場合に限らず，成人において

も謡しことばの場合には多い。

1．2　「それから」の意のところに使用

　接続詞「それで」は，Aのことが原因でBとなるという意味をもちr

「それだから」　「そういうわけで」というふうに，こういうわけでこうな

るという条件，順接的意昧をもっている。それを，　「それから」という時

丁丁継起を意昧する累加の場所に．使用しているのである。

年長

○ハジメ　ライオンガ　イタノ。ソイデネ　ライオン　ココニ　キテ

　～（文の一部を省略した記号）　ライオンガネー　イッタラネ　シマウ

　マガ　タクナン　イテ，ライオン　ビックジシテ　シマウマガ　ワラ

　ッタノネ。　（赤一h女6：4＝一一11）

　　｝○オマソジネー　ハダグミマデネー　イッタノ。ソイデネー　マタ

年剣ゴー・タベテ・・デ・エ・タ…弛・
　　｝　（自…甥4：8－2）

　年少児には，このような誤りの例はみられなかった。それは時間的順序

意識が年少児には乏しいからだといえるかもしれない。接続詞の使用数に
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おいて「そして」より「それから」が年中，葬少では少なかったが，これ

に通じるだろう。

ユ．3　「そして」の意のところに歳用

　「そして」と「それから」は，受入でも厳密に区別して使用はしていな

いように，区別しにくい諏がある。　「そして」のほうは，　「それから」の

動的なのに比べると静的で，むしろ遠聞的経過よりも並置約である。

旧劇・・げネ・ネトカナ・カネボクソク・テ・…イデウ
　　　　　カベテ　アソンデンノ。　（自一b男6：0－27）

隼中

年少

○アタマガ　マルクテ　ケガ　ナイノ。ソイデネ　アシガ　ア　アッテ

　ソ　テガ　アルノ。　（慶一t男5：3－17）

○～クラウンデナー　＃　クラウン　オジチャン　ツレテ　キタ　ツ

　レテ　イッテ　モラク　コト　アノレヨ。ソレデ　ミルク　ノンダ

　コト　アルヨ。　（神一宮：男3：8－3）

1．4　「そしたら」の意のところに使用

　原臨理由の意味をのべる「そしたら3の意のところに「それで」を矯

いて，潤に合わせている例である。

無長 ○オツキナマノ　ハナシ　ヤッテ　アグタノ。ソンデ　Sユマンナ

　イッテネ　オヨイデ　ドッカ　イッチャツタノ。（自一z男5：8－12）

　　　　○ライオンガ　ナキネ　ハラッパカラ　デテ年申
　　　　　マウマ　イタノ。　（赤一n男5：2－8）

キタノ。ソイデネ　シ

　年少にはこのような誤りはこの調査ではみあたらなかった。しかし，

「そしたらJは使耀数は少ないが使えないわけではない。のちに出る文中

の「て，そしたら」の正しい使用は全くなかった。年串では，上にあげた

ようにあるが，　「そして」とまず使用し，　「そしたら」と訂正した例があ

った。この場合，年長，年少には全くこのような例はみられなかった。接．

続詞「そしたら」の使矯は年少ではまだむずかしいが年中からは十分意識

して使えるようになってくる，その過程のあらわれではないかと興味深く

感じた。次のような例である。
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　　　○（ソゥスルト）（注1）　コレナニカトラエタカラ　（キ）テオッカ

　　　　ケテンノ。ソウシテネ　ソシタラネ　ハンタイニ　コッチ　オイカケテ

　　　　　（キ　　）。　（赤一d男5：4－13）

　　　○カメト　ウサギガネ　＃　ヤマノボリノ　キョウソウ　シタラネ　＃

　　　　カメガ　カテニ　ナッチャツタノ。ソシテネ　ソシタラ　ウナギハヤ

　　　　イカラ　ウナギノ　ホウガ　カッテ　ドッチガ　カッタノカ　ワカンナ

　　　　イ。　（自一h女4：7－13）

　ついでに，年少で「そしたら」を正しく使用した例が，幼稚な文である

が5例ほどあるので，そのうち3例をあげてみる。他はその幼児の口ぐせ

だったり，まちがいだったりしたものである。年少では，原因や理由をの

べることはまだむずかしいようだ。

　　　○ショイデネ　オゥチヲネ　「アーツ」　ゴハン　タベタノ。ショシタラネ

　　　　ガラガラーッテ　Fダレダー」ッテ　イッタノ。　（小一加男4：1－11）

　　　○エントツノ　アナガ　ハイッテ　クルノ。ソシタラ　アッチッチッチッ

　　　　チ。　（小一竹男4：1－10）

　　　○バクダン？　バクダンサ。ソシタラ　シュグ　ニゲチャウモン。

　　　　（叡臼一高男4：4－8）

1．5　一応正しく使用する

　もちろん正しく使用する場舎が多い。

f
　年長

　．tOハナガ　チボンジャッタノ。ソンデ　ミズヲ　ヤッテ　オヒナマニ

　　アテタラ　ナオツタノ。　（赤一皇男6：0－21）i

年中1

年少

○ソイデネ　アノー　チュジュメ　ネー　＃　ウウント　ハタラカセ

　テネー　＃　ソレカラネ　ゥン　ノリデネ　＃　アノ　「カメ　ク

　ッソケナサイ」ッテ　イッテネ　＃　オイチイト　オモッテ　ナメ

　タ。ソイデネ　オバアサンガベロ　キッチャッテネ　チュジュメ

　ノ。　（赤一9女4：8－9）

○カザンッテネ　碁　ヤマ　ヤマノ　ドッカカラ　バクハツスルノ。

　ソレデカザンッテイウノ。（小一福男4：2－6）

（注1）このかっこの中は，子どもの発音がききとりにくいが，どうもこのように

　　　ききとれるというもの。
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1．6　その他の意で使用

年長

奪中

　○オオキイカラ　カケンノガ　オソカッタンダッテ。ソイデネ　ネズ

　　ミハ　チッチャイカラ　チョコチョコ　カケテ　イッタソダッチ。

　　〔一方，そしての意〕　（自一d女5：11－30）

　○カメガネー　キョウソウ　シテ　カメハ　オソイ　オソイノ。ソイ

　　デ　ゥナギガ　ネムッテル　アイダニ　カメガ　ヤマーン　トコ二

期酪熱二評けツタノ．〔だ1ナど’それなの1傭〕

i・・…　マエネ・・カ・セ・デ・シ・ナ・カソク・テタ・・

i　ソンデ　ヤメチャッテ　カイシャニ　イッテンノ。　〔それを，だけ

　　れどの意〕　（懲一z男5：8－4）

○テツジンガ　ロボットヲ　ヤッチュケンノ。ソイデ　ショウタロウ

　ガ　yヨジュウキデ　ヤルノ。　〔一方とも）　（自一h男5：5－8）

○ウシャギガ　ハヤイノ。ソイデ　カメガ　イットウ　ナッテ　ウシ

　ャギガ　ココデ　ネテンノ。　〔それなのに〕　（慈i－k男4：8－19）

　これは数が少ない。年少には例がなかった。年長の最初の例は，　「そし

て」の意でもよいかもしれないが，　「一方」の意のほうが適切のように思．

えるし，次と次の例は，反対の意味をあらわす「だけど」を使用するほう

が適切なところである。反対の接続詞は使用数も少ないことは前にみた。

2　文中

2．1　「て，それで」の形式の場合

　幼児は，　「のでjを使用した従属文（重文）の使用がほとんど幽来ない・

ためか（これは一坐テーマの一つである「従属文の形式と用法」について

の調査結果による），「て，それで」の形式を使って文を並べる。あるい

は，文意識がまだはっきりしていないためか文十文十文を，文ごとに区切

らないで，つないで話す傾向がある。特に年長になると，甚だしい。そこ

で♪これからのべる「て，それで」の使用でも，　「て」で区切って，一一文

にしてしまってもよい場合がある。しかし，ここでは，それは問題にしな

いで，「それで」の用法としてみていくことにする。年少の場合は，rて，

それで」の形式は少ない。まだ，このような複雑な文で話せないためであ，
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る。だから年長で使えるということ1・＃　一一応発達なのであるが，成人の場合

を発達の到達点とすると，まだ未熟な文であるといえる。

2．1・1　闇投劇的使用

年長

年中

○ソイデ　アト　エ　カイテ，ソイデネ　プールノ　エヲ　カイテ，

　エニッキニカイタンダ。（四一a男5：8－18）

○コドモタチガ　キテ，ソイデネ　「コワイヨー」ッテ，ニゲテ　イ

　ッテヤッタノ。　（自一j女4：7－20）

年少 ○コッカラ　カケテ，ソdデ　コッカラ　シカラレチャッタノ。　〔ひ

　かれたの意〕　（小一竹男4：1－8）

　年少の例は2例のみ。その文も未熟である。

2．1・2　「それから」の意で．使用

長年

年中

管笛

○～オトトイカ　イツカネ　＃　アノー　オカヤマカラ　ナンカ　オ

　クッテ　キテ，ソイデ　ミンナ　ヨニンデ　タベ勇，∠五三　オフ

　ロエ　ハイッテ，ネタノ。　（赤一k女6：2－3）

○ソイデ　マタ　ゴハン　タベテ，ソイデ　カエッタノ。ウチニ；

　（自一k男4：8－2）

○ガッコウ　トオッテ　イッテ，ヒダリ　マガッ．テ，ソイデ　ヤマテ

　チェンヲ　ノッチ　イクノ。　（小一金男4：1－7）

2．1・3　「そして」の意で使用

年長

年中

年少

○オキャクサン　キタラ　チュウダッタラ　チ＝ウ　アゲテ，オカネ

　ヒャクェンダッタラ　クレテ，ソイデネ　カエス　トキハ　オカネ

　｝　エンペツ。　（自一e女5：7－2）

○～オトモダチト　イッタノ。ウチノ　ジドウシャニ　ノッチ；ソイ

　デネ　パパガ　ゴルフ　シテ，ソイデ　ボクタチハ　オハナ　ツン

　デタノ。　〔一方とも〕　（赤一t男5：1－5）

○コレバ　クマガ　イテ，ソイデネ　チイチイーッテ　ネズミガ　イ

　テ，クマガ　ネジュミヲ　ミソカッタノ。　〔一方とも〕

　（神一大男3：11－12）

　「それから」と「そして」の区別は，分類してみたが，やはりあいまい

である。年少児には，2．1・2，2．1・3とも用例が少なく2例ずつだった。
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2．1・4　「そしたら」の意で使用

年長

iff中

○～カメガ　コナイ　ウチ　ヒトネムリシテ，ソイデカメガ　ドン

　ドン　オイヌコシテ　イッテ，イチバンニ　ナッテヤッタ。

　（万一b男6：0－30）

○ヨウチXンカラモンデテデマッスグイッテ，ソイデマガ
　ッテ，ソイデ　ツイチャウノ。　（赤一一i女5：3－8）

　年少児には，このような使用の誤りは発発できなかった。前にのべた。

2．1・5　一応正しく使用

　ただし，前にものべたがタ接続助詞「ので」の使用ができないわけで，

これが正しいといえるかどうか疑闇であるが，ともかく，　「それで」の意

で用いたのにはちがいないからあげておく。年少は2例のみ。それも文意

があいまいである。

年長

．
　
一

年中

隼少

○ネコガ　ネズミヲ　オイカケテ，ソイデ　1ラックガ　キテ，ソイ

　デブソカッチャッタノ。ネコトトラックガ；〔たの，あるいは

　たのでの意〕　（自一y男6＝G－26＞

○ソン　ナカニ　テソジン　アシノ　マンマ　ドカント　ハイッテ，
ソイデネ「ガ。オガ。オ」。テヤ。テモトベナクナ。み

　ツタノ。　〔年長と同じ〕　（赤一£男5：1－9）

○コレガ　オヒサマニ　アタッテルカラ　アック　ナッテ，ソレデ

　カレテンノ。　〔年長と同じ〕　（小一矢女4：0－13）

2．16　その他

　　　　○ソイデオセンタク　オワッテカエッテキテ，オウチニイッ

年長　　　テ，ソイデ　オジイナンガ　ヤマカラ　カエッテ　キテ　ワロウト

　　　　　シタラ　アカンボウガ　ウマレタノ。　（自一〇男6：3－8）

　　　　○～カワデネ　センタク　シテ　イター　オバアサンガ　モモガ　ナ

年中　　ガレテキテ　ビックリシテ，ソイデオジイナンノ　faミヤゲデ

　　　　　モッテ　カエッタノ。　〔それを，そしてとも〕　（赤一1男4：8－8）

　年長の例は，　「それで」とも「そしたら」とも「一方」ともとれるが，

はっき’りしないもの。年少にはない。
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　　　　　たら

2．2～から、，それでの場合

　　　　　副

　この例は年少児にはみられなかった。年中児にも一例。原因，理由をの

べる従属文をつくる接続助詞「たら」　「から」をまだ十分活用でき’ないた

めか。　「で」でつなぐ場合は，ここで文を切ってもよいのに，つないでい

るのは文意識が乏しいからであろう。

年長

年中

○融融ラケナイカラネ　ステラレテネ　ソイデイヌモネ　トシ　ト

　ッタカラ　ステラレテネ　ネコガキタラ，ソイデネコモナカ

　マニ　ハイッテ　ニワトリモ　モウ　スグ　スープニ　ナゲラレチ

　ャウカラ　ニワトリモ　ナカマニ　ナッタノ。（自一d女5：11－20）

○アノネー　タイソウ　シテカラネーゴアアッゴアイナツ　シテ

　カラネー　タイソウニネ　シテネー　ソレデ……　ソレデネー　オ

　ユウギデネ　シテカラモドッテソレデオナマエ　ヨンデカラ，

　ソレデネー　コンド　ホントカ　ヨンデルノ。　（今一〇女6：1－10）

○オウチガ　ヨンジニウキュウゴウカンデネー，ソレデネ　ヨンジュ

　ゥハチゴゥカンノ　マエ　トオッテ　サンジュウナンゴゥカンノ

　マエヲ　トオッテ　クルノ。　（赤一f女5：9－13）

○オヒナマガアタッタラ　ソイデコンナナッチャッタノ。
　（自一k男4：8－21）

2．3　その他の携

　語と語の聞に用いられる場合のうち，語順のつこうで話頭にいくべきも，

のが文中に入ったものと，間投詞的なものがある。年長，年中にあった。

年長の例から。

　　　○ソノ　トキ　ソレデネ　ワルイ　ゴワスノ　エンパンニ　ソノ　オトコ・

　　　　ノ　コト　オトゥナント　ツカマッチャッテ，ソノ　トキ　マグマノ

　　　　コドモガ　イタンダヨネ。　〔語順〕　（自一9女5：11－11）

　　　お父さんのお仕事知ってる？　何してる？　○オバキュゥノヤ　ソイデネ

　　　　シール　ソクッテンノ。〔間投詞的〕　（自一1女5：7－1）
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3　文末

　閥投謁的用法なのだろうが，

にはなかった：。

「考え中」という二＝アソスがある。年少

　　iO～ソレヲネー　ソレガネ　モシカ　ピンピンッテ　ナッテネ　ウー
年長　｝　ント　キエチャッタラネ　モウ　ニドト　ウルトラマン　タチアガ
　　iラナクナ。チ。ウ．ソイデ，〔考え中〕（自＿甥5，8＿、6）

　　　　○～。ソレデゴハンタベルトカソウイウノ，デネーソイデ，年中
　　　　　〔考え中〕　（自一u女5：5－9）

　これまで「それで」の用例のみをみてきたわけだが，幼児は接続詞を習得

したとはいえ，まだ十分に正確な意味で使えないことがわかる。ただし，話

しことばにおいては成人も間投詞的使用が多かったり，その人の口ぐせなど

もあったりして，　「それで」　「それから」　「そして」などの使用はあいまい

である。しかし，　「そしたら」の意のところに「それで」　「そして」を使う

ことはほとんどない。幼児にとっては，文と文の関係を並置するのでなく，

そうしたらこうなる，あるいはなったという理由とか原因をのべることはま

だむずかしいのであろう。それは，接続詞の種類のうち，反対とか理由をの

べる「だけど」　「でも」　「けれど」などの使用数が少ないこととも通じるよ

うだ。ただ，この場合，こういう画題に焦点をあてた調査でないので，この

ような傾向があるとしかいえない。今後実験的に調査してみることが必要で．

ある。

　　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　ド文の形成過程にあらわれる伝達機能の発達の研究」については，報告書

『4～6歳児の文の構造』　（仮題）のまとめをめざして，研究をすすめる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大久保）
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明治時代語の研究

　　　　　　　一明治初期における漢語の研究一

　　　　　　　　　　　A　目　的・意義

　明治初期は，現代語の源流となった時代であり，日本の近代化が始まった

時代である。この近代化にともない，日本語は大きく変化した。中でも，語

彙の変化がはげしく，それは漢語にもっとも著しく反映している。そこで，

明治初期の各種文献に現われた漢語の実態を調査し，現在の漢語と比較対照

する。さらに，大正期にいたるまでの漢語の調査研究を継続することによっ

て，明治以降における漢語，漢字表記の変遷の条件と方向とをきわめ，現代

語成立の歴史的背景を明らかにしょうとする。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

飛田良文。松井利彦が共同して作業にあたり，牧野正子がこれを助けた。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　近代語研究室では，昭和30年度以降，明治初期の文献を資料とした語彙調

査を継続して行ない，その成果については，そのつど年報または報告書に発

表してきた（『年報』7～20，および『明治初期の新聞の用語』　（報告15）

参照）。昭和42年度から「明治初期における漢語の研究」に着手し，明治初

期漢語辞書8種の総索引を作成し，現：在，　『欧州奇事花柳春話』と『通俗花

梛春話』との調査を行なっている。

D　本年度の作業

　明治初期の漢語研究のため，次の作業を行なった。

〈1）漢語研究のための目録作成

②　　『花柳春話』の語彙表作成と分析
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・｛3）近代語資料の調査

・その成果は，次の通りである。

　（ユ）漢語概究のための霞録作成

　本年度は，　「鰯熊鼠語研究所所蔵　明治期刊行書」の爾録を作成した。

　　（1）一1　明治期に刊行された辞書・研究書の醤録

　　（1）一2　明治期に刊行された言語資料（小説。啓蒙書類）のYJ録

　（1）一1は，分類目録で，（1）一2　eま　，醗新書以外の資料用図書として別置さ

れている「明治文庫」の書名・著者名別五十音順目録である。

　（2）　『花柳春話」の諮愛表作成と分析

　㈲　作業

　『欧州奇事花椰春話」　（初編一付録，5冊）と『通俗花麹春話』　（初編一

酉編，4珊）のカード点検を行ない，コピ・・一方式で総文節索引を作成した。

　（b）調査

　『通俗花柳揚詰』のカード点検の段階で，読み：方のゆれている漢語，現代

とは読み方，意味・字凧の異なっている漢語に気付いたので，そのうちのい

くつかを例示しておく。（）内の数字は，編一ページー行を示す。なお，

印刷の都合で，例文の漢字の職字体・変体がなは，現行の字体に改めたもの

．がある。

　①読み方のゆれている漢語

〔「いっか」と「いつけ」　（一家）〕

　　　か
　〈一家〉
　なきちエ　　みゑよむひと　　あら　　　　　　つ　ね　　　が　かく　　まじはりな　　　はや　　　　　か　　　としの　　　つま　　　　めと

　亡父ハ文読人に非ざれど平素に雅客と交際為し早く一家を斎へて妻をも嬰り

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　（1－94－6）

　われら　　　ふたエ　あほ　　ひ　　　お　ぎゑかなら　か　じん　　ぬと　　　　か　　　なし　　　ま

　我個が再び会んヨは和君必ず塩入を嬰り一一家を成て在すらん（2－76－1）
　おほく　とし　　つみ　　ゆちう　　　　めいよ　　ひとつき　　うち　　み　　　　　　　き　　　いらぎちせう　　りび　　　　だい　　くつ　　つひ

　多の年を積て後得べき名誉を一月の中に獲ばやと気を火急小に伸ても大に屈し終に

　　か　　なすあた

一一ﾆを成臨画ず（3－32一工工）

　　　　　　　　すで　　おい　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎ　　をゆニ　　　やしな　　　　　か

　クレーブランドハ已に老て子なきものから『マルツラバrスの次の男児を養ふて一家
　　こと　　うちまか

の事を打任せり（4－19G－4）
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　　　け
〈一家〉
そぶいりめ　　　　　　　　おにき　ほとん　こう　　　　　ド　　　　　かもふ　げか　　　　　いた

其経費のいと多糖殆ど侯の一一家をも傾く計りに至りしが（3一一50－11）

〔「かく」と「きゃく」（客）〕

　かく
く客〉
すで　　　ゐのこくさが　　　おほ　　　　　かく　　あっま　み

已に周智下り多くの客ハ集り居たり（4－25－4）

　きおく
く客〉
かやく　としピろ　　　き　　　　　　　　　　　こも　　　　　　　わかうど

客の年齢ハ未だ十八を超ざるの少年にハあなれども（1－8－7）
タぬく　かちり　　　　やエタひ　　ほいげんなヘザを　　　　　　　　　　　　　　とキ

客も主人も精酔て盃盤猿籍ならんとする疇（2－36－7）
た　こく　　キヰく　かセ　　　　　　　はんとぎゑま

他国の客と語ること＊時余りになりつれど（3－124－11）

　　　　　　　　　　　むほ　　　　　まやく　みうがい　　　　　みヘべつタヰ　　セいねも

クレーブランドハ多くの客を招待して其購業に滞留せしめ（4－48－8）

〔「けいしょく」と「けしき」　（景：色）〕

　ドい　ドまく

く景色〉
こ　しやう　ムね　　たへ　　　　　ニのぎルはしなく　けキげぐ　　　　ゐレへ　ゆう

湖上に舟の絶たれば其景色の寂箕なるハ讐ん様もなかりけり（2－42－9）

　け　　どドキ

〈景色〉
いやこハきムモドが　　　　アド　　　　　　　　　　　　　ギハ　アも　　　ナリヘコ　　　　　レバリ

4’此景色を見るにつけ希腰の昔蒋を思へども（1－123－7）
ア　　もドやう　トトしき　　　　のかみ

湖上の景色を望けり（3－2－1）
いやこのホぱ　　　　　　にしむ　　　　ユ

今此愛べき景色を回れども（3－2－1）
ま　　　　ゑ　　　　ひしむ　　　ユ　　　　ごと　　ゑ　　　　　　かな　　　　　ごたムマち　　アレび　　　　ナヘ　　キスは

未だ見ぬ畏色を見し如く画にも画れぬ事柄を言語の末に現せる（4－168－8）

〔「しょじゃく」と「しょせき」　（書籍）〕

　じトドぬく

＜書籍〉
　　　　　つ　け　ぎ　　　　とりいゼ　　　　つ　　　らっ　　　　　エ　　　　　　　　　　　まおまれカしセピやく　たみひ　　　　　　　　ズぞさた　　　ぎエやく

ジャツキハ点火木を取出し松に移して見まはせど大概書籍の類なれば一賊又も耳語’

やう　（1－86－12）

セ　　うち　　　し　けち　　　ヨ　セドか　　　　　いぐ　　　　　いもヒドトびやく　つみ

室内の四方ハ書棚にて幾千と言書籍を積たり（3－97－4）
もヘゾスかれ　　みらは　　　　しょじウく　せ　けん　　おこな　　　　　　　　こ　よ　　　　　　ほまれ　　　　あもひ

近頃彼が著せる警籍の世間に行はるsを此上なき栄誉と恩てや（4－65－ll）

　じりよみを

く書籍〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　ろ　さん　　　　　か　ゑ　　　　いうみ　　　　うん　　　　　　　か　が　　　　しょせき　　よゑ

マルツラバースハ日耳曼にて上帝の有無を論じたる霧多の轡籍を読たれど
　　　　　　　　　　　　　　　アルナシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－41－7）1

れ　な　　　　つみ　　　　　くタぐさ　　しとせぎ　　　し　　　　　　　　ぶん

架上に積たる種々の書籍ハ詩もあり文もあり（2－19－3）
か　ず　　　　しょせき　　あらば　　　　よ　　　　よ　し　あ　し　　　いた　　　うん

霧多の轡籍を著して世の得失利害を痛く論じ（4－2－10）
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　　　　　しょもつ
　参考〈書籍〉
　　　　ニ　まど　　もと　　ざ　　 しょもつ　　よム　 これ　　しら

　　　　小窓の下に坐し塚山を出て之を知ず（3－116－2）

〔「だんし」と「なんし」　（男子）〕

　だんし
く男子〉
ちんし　　　　　　　　　　さい　　もつ　　ていねん

男子の二牽一歳を以て丁年となす（1－93－8）

　なんし
く男子〉
なんし　　　なほざ　　　あウ　　さら　　さニテ　　　の　　　はなし　　　な

男子ハ尚坐に在て更に酒を飲み談話を為す（3－11e－5）

〔「べつ」と「べち」（別）〕

　べつ
く別〉

　　　　　　　　　　たでうたづけ　　　　　　　　　　べつ　　いらへ　　な
マルツラバースハ唯々鴨るのみにして別に回答を為しもせず（2－92－7）
わらは　もと　　　　かたい　　　ヌし　　　　　べつ　　ゆく　　　　　　　　　　　　　　　むらよりむらにさまよふ

妾ハ固より三児の身なり別に往べきあてもなく村々里々彷径ものなり（2－100－5）
お　の　　　たうは　　　　　　　ゑらま　　　　　　　ちから　つく　　ちうや　　　べつ　　　　　しうせん

霞己が党派の者を饗しめんとカを尽し昼夜の別なく周旋したりき（4－7－6）

　ぺち
く別〉
われおんみ　とらふる　　べも　　こと　　　　　　　　　　　　　　　おんみ　もて　　ぎんどけい　　　しゅつしょ　しら　　　　ほっ

余汝を捕縛ハ別の絆にハあらねども汝の有る金蒋器の出所を知んと欲するのみと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－134－3）
　　　　　　　かなへ　　み　　　　　　　　　いなソベち　　　いひ

ラw一レンスハ傍を晃ながら否々別に言たることなしと（3－121－7）
さいは　さん　　かろ　　　　　　べち　　やまひ

幸ひ産の軽くして別に病もあらざれば（4－171－6）

〔「みょうおん」と「みょういん」　（妙音」〕

　めうおん
く妙音〉
みつか　ひい　　みつか　うた　　ふなつ　　　　　　　　めうみん　　なく

麟ら弾て自ら歌ひ両ながらに妙音を聞ハ（4－15－6）

　めういん
く妙音〉
ふ　ぜん　　がねあ　　　て　　　とウ　　いとひき　　　　　　ばち　　あっ　　　　さう　ろうソ　　　　　　めういん　　はつ

婦人ハ胡弓を手に執て絃引しめつ擾を当れば鋸々瑛々として妙音を発し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－40－3）

②現代と読み方のちがう漢語
くんじゆ

〔群集〕

どうない　　くんじゆきニぽ　　　　　　　　　　　つひ　　これ　　みうしな

堂内の群集大かたならねば終に之を晃失ひ（3－90－2）

け　らく

〔快楽〕

　　　　らく　　 う　　　　　　　　　 　ナ　ふ　　　 よろニび　ぢ　　　　け

一織の映楽を得るとても今日の喜悦あるなしと（3－68－10）
　　　タノシミ

しゅふく

〔修覆〕
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そのしゅふく　　ものずき　　　　たなひ　かた　　　　かな

其修覆の趣妊まで互に語りつ語られつ（4－L7－8）

せうだい

〔招待〕

箕潴の菱範て琴．・麹に論なく（4－25－1）

そ　しよく

〔組織〕

しゃくわいそしょくいやしを　ひとへうら
社会の組織の呈露を単に恨み（3－128－10）

だいが

〔大河〕

　　　がば　　　せ　　かいだい　　　　　　だいが

ナイル河ハ世界第一の大河にして（1－129－2）
どうかうじん

〔同行人〕

　　　　どうかうじん　　　　　　　　　　　　　ふ　じん　　あ
うムジの同行人なるバーグレープ夫人に逢ひ（4－156－2）

なんにょ

〔男女〕

みユ　そばだてきけ　なんにょ　　こぬ　　　　　　そがことのもと　わか

耳を款聴ぱ男女の声のして其事故ハ判らねど（1－25－6）
げ　　　なんにょ　　ごやう　こと　　　　　　　またゆへ

現に男女の情を異にするハ亦故なきにあらずかし（2－91－9）
きエて　　　なんにょ　　われさま　　　　みなあらそ　　　おもて　　　いつ

聴衆の男女ハ吾前にと皆争ふて門外に出れば（3－87－12）
たんによふたり　　　こ　　　まう

男女八入の子を挙げしが（4－189－12）
ぽへうがう

〔富豪〕

　　　ものおほ　　すみ　　けうしや　　みう　　なす　　　　　　　みないとたげ　　わざ　　このみうがう

富褻の者多く住て驕餐の風を為ものから皆綜竹の業を好み（2－10S－4＞
ゐうがう　　な　たうじ　　　くわん

富i褻の名当時に冠iたり（2一王e8－12）

ふうゆう

〔富裕〕

　　やうす　　　み　　　　　い　　　ふうゆう　　　　さおかれ

彼が状態を晃るに最と富裕なる状なれば（1－105－5）

まいじつ

晦日〕
さいごつよ　じ　　　　ご　じ　　　　あいぜ　ちや　　のみ

毎日四時と五隣の間に；茶を喫（2－121－10）

りょうがん

〔龍顔〕

　　　　うるはりようがんこと

龍顔殊に麗しかりし（3－49－4）

③　現代と意味のちがう漢語

〔當時〕

　　　　　　　すくひ　　 こひ　　やうや　　 らん　　たいらげ　　なねエるがうけったうす

當時有名豪傑に救援を請て漸くに乱を平定（1一一78－1）

　　　な　たうじ　　　くわんふうがう

富豪の名當時に冠たり（2－108－12）

　　いぎりすおい　　あて　　　いえ　むすめいへたうじ

當晴英国第一の富貴なる家の女と云り（3－119－5）
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　たうり　な　だジ　　ぴとびと　　しやうぎぢやラ　　　　　　　　　ごと

　當時蒋名き紳士の商議場となれるが如く（4－2－6）

〔別業〕

　ふうを　　　ともがう　　ニむち　　　べつげふ　　しつら

　窩貴の属輩ハ批地に別業を営ひて（2－120－12）
　ば　れいしゅう　べつげふ　　いた　　　　ころ　　さつぎ　　　たかば

　馬鈴州の別業へ到れる頃は五月の中旬（3－25－11）
　　　　なつ　　はミジめ　　よぴ　ごとごと　いたか　　べっきう　　ゆぎ　　あっざ　ち

　　参考　夏の首に及て尽く田舎の別業ll往て暑を避く（3－20－3）

　　　　　　　　　　　お　　　　　　きやく　せうがい　　　　そがべつさう　　たいりう
　　　　クレ・一プランドハ多くの客を矧寺して其別業に滞留せしめ（4－48－8）

　④瑛代と字順のちがう漢語

〔裕富〕

　し　みん　　くおつぼつ　　　　いふ　　　　　　　　　じんニ　　　のうふうた　こく　　みへ　　およ　　　　　とニろ　あら

　市民の活濃なるハ講までもなく人戸の裕富他國の敢て及ぶべき所に罪ざるなり
　Tチノヒb

　（3－16一農）

　（3｝近代語資料の調査

　本年度は，大阪大学文学部断蔵の「懐徳堂文庫」の漢籍，　「忍頂寺文庫」

の江戸・明治小説類の調査を，飛濁，松井が行ない，京都大学教養部，天理

図書館の明治初期の小説類の調査を松井が行なった。なお，大阪大学では，

池上禎造・宮地裕・美濃部重克三氏のお世謡になった。京都大学ではノ渡辺

実氏，天理大学では，広浜文雄氏のお世謡になったQ

　　　　　　　　　　　　E　今後の予定

　来年度は，（1）漢語砥究1，c関する著書・論文目録の作成作業を継続し，（2＞

『花櫛郭話』の異なり語彙表を作成し，語種構成および漢語の語形・意味。

表記についての分析を行ないたいと考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飛田）
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電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

A　目　的・意義

　電子計算機を使って，語彙調査・用字調査，あるいは志しことばの調査な

どを行なおうとすると，計算機に，ことばや文字を扱わせる上での，さまざ

まな問題が生じてくる◎

　現在進行中の語彙調査においては，集計処理・活用形処理は，電子計算機

にまかせているが，単位切り，よみがなつけをはじめ，語種・品詞・活用な

どの各種の情報つけは，すべて人手の作業にたよっている。この蕨究の当面

の目的の一つは，このような作業を，順次機械化して，語彙調査・罵字調査

の処理システムを向上させていくことにある。しかし，その成果は，園語資

料の機械処理に理論的根拠を与え，各種の雷語情報処理の進展に役立つもの

となろう。

　また，話しことばについても，実際の発話を記録したデータとともに，言

語外の各種条件を電子計算機に記憶させ，言語的な側面ばかりでなく，さま

ざまな角度から，話しことばを分析することを鰭ざしている。これは，言語

情報の自動分析の方法論を確立していくための基礎的な研究である。

B　担　　当　　者

　この研：究は，第一資料研究室の田中章夫・南：不工男・江川清。中野洋が担

当し，言語計量調査室の石綿敏雄i・斎藤秀紀・村木新次郎の協力のもとに進

められた。また，第一資料研究蜜の益子芳江・堀江久美子・紺野雅子が，硯

究作i業を助けた。なお，南不二男は，昭和43年2月28日オーストラリアのモ

ナシュ大学に嵐張，昭和45年5月23日に帰国した。
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C　これまでの研究経過

　電子計算機の導入以来，大量語彙調査の調査方式の検討・調査システムの

開発のほか，　「言語単位の自動分割」　「漢字データの機械処理法」　「講文解

析の自動化」「活用形の処理方式」等の研究を行ない，その成果は，『電子

計算機IZよる国語研究』（報告31）および『電子計算機に．よる国語研究（豆）』

（報告34）に発表してきた。

　また，話しことば資料の処理は，海外出張中の担当者が独力で作業を続け

たので，所内での処理は『年報19』に報告した基本ファイル（磁気テープ）

の作成までの段階で，中断していた。

　以上のほか，昭和43年度・44年度には，文部省の科学研究費（試験研究）

による「書語清報処理における漢字処理の実験的研究（硯究代表者・門閥

郎）」として，「漢字一かな（ローマ字）の相互変換システム」の開発や，「

「漢字かなまじり文のエントWピーの計算」などを続けてきた。

　　　　　　　　　　　D　本年度の研究

　前年度までに進行したシステム設計と，理論的側灘（アルゴリズム）の研

究の上にたって，本年度は，主として，つぎのシステムの設計と，その実験

テストを試みた。

　1）　品詞の肖動認定システム

　これは，電子計算機に，センテンスの中の単語の昂詞を認定させるための

プログラム・システムである。現在進行申の新聞の語彙調査では，品詞の認

定はすべて人手作業で行なったが，語彙調査の一貫処理システムを組みあげ

ていくためには，どうしても，この部分の機械処理が必要となる。

　本年度中に，一応プログラムが完成し，実験テストも，所期の成果を収め

た。

　なお，このシステムの完成により，「単位切り」　「漢字のよみがなつけ」

「贔詞認定」　「活用形の終止形変換」が，すべて機械化できることになり，
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語彙調査データばかりでなく，漢字かなまじり文の一貫的な処理システムの

主要部分がラほぼ完成したことになる。

　2）　KWICシステム

　これは，電子計算機に記億させてある言語資料について，用例（前後の文

脈）のついた索引を自動的に作成していくプログラム・システムである。本

年度においては，現在進行中の薪聞の語彙調査データについて，二種類の

KWICシステムが作成された。その一つは，文字変換（漢字→かな）機能

を内蔵したシステムで，漢字かなまじり文で入力されたデータについて，各

語の濡例が，全文かな書きで高速度に得られるものである。

　他の一つは，紙テープ出力で，見出し語と品品が，一枚ずつのカードの形

で得られるシステムである。これは，“漢テレKWIC，，と呼ばれ，見出し

語・用例とも，漢字かなまじりの原文通りの形で作成される。このシステム

の本格的な実験は，来年度にもちこされている。

　一方，昭和43年度から中断していた「話しことば資料の機械処理の研究」

は，本年度，残りの作業と分析を，すべて完了し，その中から待遇表現に関

する部分を，『待遇表現の実態一一松江24時麗調査資料から』（報告41）にまと

めて報告した。

　以上のほか，文部省の科学研究費（総合研究）に．よる「日本語の電子計算

機処理のための基礎的研究（研究代表者・岩淵悦太郎）」の一部として，「よ

みがな方式による，漢宇のかな（ローマ字）変換システム」の作成と，　「漢

字かなまじり文のエントロピーの計算結果のまとめ」などを行なった。

　ここに述べた研究成果のうち，品詞の自動認定システムと，かな文字

KWICシステムとについては，今年度刊行した『電子計算機による国語研

究（皿）」（報告39）の次の論文に詳細な報告がある。

　中野　洋「品詞認定の自動化」

　石綿敏雄「新聞語彙調査の用例プログラム“COBOL－KWIC”」

　この報告書のことは，別項「電子計算機による語彙調査」のD5に記して

あるので，参照されたい。
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E　今後の予定

　以上述べたように，　「単位切り」　「読みがなつけ」　「活用形処理」　「最詞

認定」などのシステムが完成したことによって，語彙調査資料をはじめ，漢

字かなまじり文の国語資料を機械で処理する場合のデー一夕作成段階の間愚

は，一応解決された。しかし，言語データの処理において，もっとも根本的

な意味情報の扱いについては，さきに，． ﾎ綿敏雄f言語の意味と言語情報処

理」『電子計算機による属語研究』（報箸31）などで，理論的な研究を試みた

程度で，実際のシステム設計には，はいっていなかった。今後は，意味情報

の処理を，実験的に蘭始する予定である。手始めとして，　『分類語彙表』

（資料集6）を電子計算機に記憶させるとともに♪語句の意味的な連接関係

のモデルを作成し，文の生成を実験する計画である。この研究と関連して，

電子計算機で日本語の文を出力する場合の，文体決定の議題も，とりあげて

いく予定である。

　また，　「漢字KWICシステム」の研二究，　「かな漢字変換システム」の作

成は，本年度にひきつづいて，その完成を醤ざす。新聞記事20万宇分の文字

の連続確率について計算結果がまとまったエントロピーの研究は，この成果

の上に立って，かな文のエソトUピーについて調査していく予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最中）
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社会構造と言語の関係についての基礎的研究

　　　　　　　　　　　　A　9　的・意義

　言語あるいは言語生活は，社会生活およびそれを規定している社会礒造と

密接な関係を持っている。その関係を明らかにするための基礎的準備約研究

を行なおうとするものである。

　比較的単純な構造を持つと思われる農村について，共通語生活と方言生活

との交渉・接触の面を重視しつつ，言語およびその用法（の変動）と社会構

造および社会生活（の変動）との関係を明らかにすることを團ざしている。
　　　　　　　　　　　　　　　だ　　て　　　　ほ　　ばら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　にわ

　中心の調査地点としては福島県四達郡保原町地区および福島市郊外の茂庭

地区を選んだ。

　　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　飯豊毅一（音韻・文法を中心に言語および欝語使用の面），渡辺友準（語

・彙および社会構造，ならびに両者の関連の面）が担当し，中島美智子が作業

を助けた。

　　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

昭和40年度に始めたこの調査は，昭和44年度までに次のようなことを行な

った。

（1）高年層を対象とする，音韻・文法の方言体系の概略の調査と一部の語

　　彙体系（親族語および形容詞・形容動詞）の調査。これについては「福

　　島北部方言の親族語と形容詞の語彙体系一一福島北部調査報告Ij　『こと

　　ばの研究』（論集3）や『無報19』等にその一部を報告した。なお，この

　　地の方言体系の特質を明らかにするために東北地方・関東地方等の各地

　　についても参照調査を行なった。
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②　録音資料による実態調査。話し手の性・年齢・教養等の違いによって

　使用書語がどのように異な：るかを調査するために録音採集を行ない，そ

　のうち8時閥分について文字化し，これより採集した約7万枚のカード

　によって分析を始めた。その一部については『年報』17・18・19・20ζこ．

　報告した。

（3）言語使用の意識に関する調査。高年層。中年層。青年層の年代別や性．

　別によって言語使絹にどのような違いがあるかをみるために，約220人．

　について耐雪調査を行なった。

（4）社会構造の調査。各種統計表や記録により概観調査を実施した。その

　一部は『社会構造と雷語の関係についての基礎的研究（1）一親族語彙と

　社会横越一一』（報告32）に報告した。

（5）社会構造と，語彙およびその用法の構造との関連の調査。親族語彙に、

　ついて，それが親族紛織およびその社会生活における機能とどのような

　関係にあるかをみようとした。これについては前記の報告書（報告32）お

　よび『社会構造と雷語の関係についての基礎的硬究（2）一一マキ・マケと

　親族呼称一』（報告35）にその一一一一部を報告した。また，性向についての

　価値観と性向語彙の意味用法の構造との関連を明らかにしょうとし，東、

　京都内の大学生429名について質問紙法による意識調査を実施した○

D　本年度の作業

1　言語および言語使用の調査

　1．1　評語使用の意識に関する面接調査の整理・集計

　前年度実施した面接調査（音声・音韻37項目，語彙41項隠，文法44項願

等）について，調査項罠ごとの単純集計をほぼ完了した。被調査老数は次の

とおりである。
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保原地X　191938〔エ91938　191938
茂庭地区　181937i201838191938

！14

113

　これは地区別・年代別・性別により十指病弊にどのような差があるか，言

語要素の各分野・各項躍の違いに応じて，どのような差があるか等を明らか

・にしようとしたものである。農家を中心として調査した。

　1．2　アンケート調査の実施

　上記の面接調査は農家を中心としたものであるが，調査地区のうち，茂庭

．地区については，各年代にわたってほぼ全数調査に近いものであり，この地

区に居住するごく少数の商店経蛍者・工員・事務員・公務員等も対象となっ

た。これに対し，保原地区は中学校生徒の父兄である農家の人々を主な被調

査者とした。そこで，保原地区全体に対して，農家の言語使用がどのように

位置づけられるかをみるために，全職業にわたって，昭和46年3月にアンケ

・一一一・・ g調査を実施した。被調査者数は約550名である。その調査項霞は前年度

　乳なった面接調査の巾から選んだ。次のとおりである。

1971．　3

お　ね　が　い

国立国語研究所

国立国語瞬究所のことばの調査に御協力をおねがいします。

a．お　名　葡　　は

d．住 所
身
“

、零。・姓れ1こなった年は

　女i明治・大正・昭和年（才）

・・お仕事は睦 礫L
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・・漣まれ噺は1

h・小　学　校　はi

璽後喉畔姻
・・ ｫ重騨・注副 どこに オ　～

3
イ

、
こ

こた
つ

轟
こ

なを員役
は

k

i・諮父さんの二二・．旧縣・丁・．

　　　　　　　　　　　．／，
im・講さんの鵬地は｝四二駒・・

’1．あなたが小学校時代の親しい友だちと，土地のことばでお話しになるとき，ど

　んな言葉をお使いICなりますか。具体的に次の項羅｛についてお答え下さい。

’1．01子どものとき，長い竹や木に短い板きれなどを結びつけて乗って歩いたも

　　　のを何と言いますか。お答えと一致するものを○でかこんで下さい。一致す

　　　　　　響　鄭怨璽欝」の（）の中に

　　　　灘　劉＝ζ蹴
　　　　・み鑓一『”　　　　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　　4」

1．02子どもの遊びのとき，片足をあげ，もう一方の片足だけでぴょんぴょんと

　　　　　　　　　　　　　　　ぶことを何と言いますか。

ユ．03夏から秋にかけてたくさん出てくる虫で，子どもが好んでつかまえます。

　　大きいのも小さいのもありますが，全体をまとめていうと何と言いますか。
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①アゲズ

③トンボ

④その他（

②アゲズボンボ

）

LO4　前足が草を刈るかまに似ている虫で，おこるとそれを振りあげて向かって

　　きます。小さな虫をとらえて食べます。何と言いますか。

　　　　　　　一一＼　　　　①エボムシ　　　②カマキジ

　　　ノPtA＼③その他（　　）
　　　　　　ii　　　　ノ

　　　　　　るすばん
しO5一人で留守番などをし，たいくつして手持ちぶさたのことを何と言います

　　か。

　　　①トゼンダ　　　②スグね一　　　③タイクツダ

　　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．06そういうとき「トゼンダ」ということばを使いませんか。

　　　①言うことがある　　②言わないが，きけばわかる

　　　③ぜんぜんしらない　④その他（ ）

1．07大勢の人の前で話をしろと言われて恥ずかしかったという場合に，「恥ず

　　かしかった」ということを何と言いますか。

　　　①ショーシカッタ　②カッコワリガッタ　③ハズカシカッタ

　　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．08二階から階段を降りて来ることを何と言いますか。

　　　①オジデクル　　　②オッチクノレ　　　③オジデクル

　　　④その他（ ）

1．09旧いうちに東京に行く予定をしているとき，その「予定している」という

　　　ことを何と添いますか。

　　　①ヨナンシテイル　　　②カンジョーシ’テイル　　、

　　　③ヨテーシテイノレ　　　④その他（　　　　　　　　　　　　）
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1．10　山がつづいているとき，奥の方の山を何と言いますか。

　　　①イリヤマ，イジノヤマ　　　②オクヤマ，オクノヤマ

　　　③その他（ ）

2．01バーツと吐くとき出てくるr患」と電車の停車場の「駅」とは発音が周じ

　　でずか。

　　　①同じである　　　②ふつうは同じだが区別して発音することもある

　　　③ふつうは区別しているが時にはまぎれることもある

　　　④いつでも区幽している　　　⑤その他（　　　　　　　　　　）

2．02果物の「梨」と野菜の「茄子」とは発音が同じですか。

　　　①同じである　　　②ふつうは岡じだが区別して発音することもある

　　　③ふつうは区別しているが時にはまぎれることもある

　　　④いつでも区別している　　　⑤その他（　　　　　　　　　　）

2．03冬に空から白いものが降ってきます。その「雲」のことを何と言います

　　か。

　　　①ズギ　　　②ユギ　　　③ユキ　　　④その他（　　　　　）

　　　　　　　　けしょう
2．04女の入がお化粧をするとき，顔につける白い粉のことを何と言いますか。

①オッシー　　②オッシ＝一

⑤その他（

③オスロイ　　④オシロイ

　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょうりゅう
2，05　鶏本の酒類の申で一番強いのは何と言いますか。蒸留してつくります。

　　　①ソーズ　　②ショーズ　　③ソージュー　　④ショージュー

　　　⑤ショーチュー　　⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

2．06弓で矢を射てあてる「的」を何と言いますか。

　　　　　tt一斗即
）
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2。07　その「的」と部屋の「窓」とは発音が同じですか。

　　　①同じである　　⑨ふつうは同じだが区劉することもある

　　　③ふつうは区別しているが時にはまぎれることもある

　　　④いつでも区別している　　⑤その他（ ）

2．08　お正月などに料理をつめておく箱を何と言いますか。

　　　①ズーーバゴ　　②ジューバゴ　　③ジューバコ

　　　④その他（ ）

2．G9　夏たくさん出てきて食べ物の上などにたかりますが，その蝿のことを「へ

　　　一」と酉うことがありますか。

　　　②「ヘー」ということがある。

〔午甦聾籍象鴇嘆駄Fいる塀（へ一ガサ’へ一）の場合の〕

　　④同じである　　　　◎違う

②rへ一」とは言わない。

　〔では，何と言いますか〕

　　④・）イ　　　◎ハエ

◎その他（

◎その他（

）

）

2．10　「県知事」という場合の「知事」と「地図」とは発音が同じになることが

　　　ありますか。

　　　①同じである　　②ふつうは同じだが区別して発音することもある

　　　③ふつうは区別しているが時にはまぎれることもある

　　　　④いつでも区別している　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　）

3．01　「近いうちに福島に行かなければならない」というとき「行かなければな

　　　らない」という部分をどう言いますか，

　　　①イガネゲレナンネー　　　②イガネッカナンネー

　　　　③イガナッカナンネー　　　④イガナナンネー

　　　　⑤イガンナンネー　　　　　⑥イガナッキャナンネー

　　　　⑦イガナクテナンネー　　　⑨イガナケレバナンネー

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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3。02　「あの入が行くなら私も行きたいなあ」というとき，

　　　部分をどう書いますか。

　　　　①イグゴッタラ　　②イグゴッテ　　③6グゴッチャ

　　　　⑤イクナラ　　　⑥その他（

「行くなら」という

　④イグンダラ

　　　　　　　）

3．03　「映薗を冤に行く」というとき，

　　　か。

　　　　①ミサイグ　　　 ②ミニイク

「見に行く」という部分をどう言います

③その他（ ）

3．e4　「福島へなら今からでも行って来られるだろう」というとき，

　　　られるだろう」の部分をどう言いますか。

　　　　①イッテコラレッペー　　　②イッテコラレンベー

　　　　③イッテコラレルダロー　　④その他（

「行って来

）

3．05　「あんなところにはもう行くまい」というとき，

　　　う覆｛いまづ『カ〉。

　　　　①イガネーべ一　　②Kグメー　　③イクマイ

「行くまい」の部分をど

④その他（ ）

3．06　「これはおれの帽子だ」というとき，「おれの帽芋だ」の部分をどう言い

　　　ますか。

　　　　④オレガチヤツプダ　　②オレノチヤップダ　　③オレガボーシダ

　　　　④オレノボーシダ　　　⑤ワタシノボーシダ　　⑥その他（　　　　）

3．07　「うちの子どもにも高校の試験を受けさせた」というとき，　「受けさせ

た」の部分をどう言いますか。

　①ウケラシタ　　②ウケラセタ

　⑤その他（

③ウケナシタ　　④ウケサセタ

　　　　　　　　　　　　　　　　）

．3．08　「おれさえできないのに，お前ICできるもんか」というとき，「おれさえ

　　　でき．ない」の部分をどう言いますか。

　　　　①オレセーガデネー　　②オレセーモデネー　　③オレセーガデキネー

　　　　④オレセーモデキネー　⑤オレセーデキネー　　⑥オレナエデキネ屈

　　　　　　　　　　　　　　　　　一61一



⑦その他（ ）

3．09　「あいつがおれをたたいた」というとき，

　　　すか。

　　　　③オレバ　　②オレドゴ　　③オレントゴ

　　　　⑤オレ　　⑥オレオ　　⑦その他（

「おれを」の部分をどう言いま

④オレゴド

）

3．10　「こっちの山とあっちの由とどちらが高いだろうか」というとき，

　　　だろう」の部分をどう言いますか。

　　　　①タカカンベー　　②タケーカンベー　　③タケーべ一

　　　　④タカイベー　　⑤前回イダur・一　　⑥その他（

「高い

）

3．11道で小学校時代の先生に逢って，「いい天気ですね」とあいさつすると

　　　き，どう言いますか。

　　　　③イーテンキダナエ　　②イーテンキダナシ　　③イーテンキダナン

　　　　④イーテンキデスネ　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　）

3．13小学校時代の先生があなたの家に来られたとき「さあ，お上がり下さい」

　　　という場合にどう言いますか。、

　　　　④アガランショ　　　②オアガンナンショ　③アガッテクランショ

　　　　④アガッテク≠ンシ’ヨ　⑤アガラッシェー　　．⑥オアガyクダサイ

　　　　⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3．13小学校時代の先生の持っている絵を見て「先生がかいたのですか」という

　　　場合に，その「かいたのですか」の部分をどう言いますか。

　　　　①カイタノカエ　　②カイタノカシ　　③カカッタノカイ

　　　　④カカッタノカシ　　⑤カイタノデスカ　　⑥オカキニナッタノデスカ

　　　　⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3．14　先生に向かって「何時の汽車に乗るか」とたずねるとき，「ナンジノキシ

　　　ャニオノジイタシマスカ」と召ったら，おかしいと思いV9　S一か。

　　　　①ことばの使い方としておかしくない
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②おかしい（その理由を次の中からあげて下さい）

r④ていねいすぎる　　＠東京ふうで，この地域では使わない

｝◎。とばの働茄まちが。て、、る

［

櫓先生を尊敬していることにならない　　㊥その他（ ）

3．15　じぶんの父親に向って「そうですね，お：父さん」というとき，その「そう

ですね」の部分をどう言いますか。

　①ソr・一一ダナエ　　②ホーダナエ

　⑤ソーダナシ　　⑥ホーダナシ

③ソーダナン　　④ホーダナン

⑦その他（　　　　　　　　　）

4．01　あなたが小学生のころ，あなたの「お父さん」をよぶとき，どう雷いまし

　　　たか。

　　　⑦チャン　　　　　②ツァッツァ　　　③オトッソァン

　　　④オトッソァマ　　⑤トーチャン　　　⑥オトーナン

　　　⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4。02　あなたの「お母さん」をよぶときはどう言いましたか。

　　　①オツカヤン　　　②カッカヤン　　　③オツカサン

　　　④fO　一チャン　　　⑥その他（ ）

4．◎3生れたばかりの「赤ん坊」のことを何と言いますか。

　　　①オンボコ　　　②オボツコ　　　③オツトコ

　　　⑤アガッコ　　　⑥アカッペ　　　⑦その他（

④オドツコ

）

4．04昔，赤ん坊を入れておく，わらであんだかこのようなものがありました。

　　何と需いましたか。

　　　①エッコ　　②エチコ　　③知らない　　④その他（　　　　　　）

4．05昔，いろりがあったとき，その家の主人の坐る場所を何と言いましたか。

　　　①ヨコザ　　②知らない　　③その他（　　　　　　　　　　　　）

4。06昔， ラッパをふいて，乗合馬車が遇りました。何と言いましたか。
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①トテパシャ　②知らない　　③その他（ ）

4．07　忙しいときなど，昼飯と夕飯との間に簡単な食事をすることがあります

　　が，何と言いますか。

　　　①コビル　　②コビジ　③コジューハン　④オヤソ

　　　⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．08畑などを耕すことを何と酉いますか。

　　　①ウナゥ　　②シン：コー　　③タガヤス　　④その他（ ）

4．09　田植えをする前に耕した田に水をかけ，一一番最初にならすことを何と言い

ますか。

　①アラクレ　　⑨アラカキ

⑤その他（

③アラシU　　④知らない

　　　　　　　　　　　　　　　　）

4．10昔，麦や璽の実を枝や穂からおとすときふりまわしてたたく棒がありまし

たが，何と言いますか。

　①フリウジバエ　②フリウジボー

　④その他（

③知らない

　　　　　　　　　　　　）

4．11　「プライバシー」ということばをお使いになることがありますか。

　　　①使うことがある　　②使わないが聞けばわかる　　③聞いたことがない

　　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　1．3各種場面における言語使用の変容についての調査

　調査した両地区においては共通語を理解できない人は，まず，いない。高

年層の一部の人には共通語をほとんど話せないものもいるが，大部分の人は

場面に応じて使用言語が方言であったり，共通語に近い言語であったり，そ

の中間であったりする。そこで，どのような場合に，どのような言語を使用

しているかを明らかにするために各種場酒における欝語使用の実際を録音．

し，分析を行な6た。
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　（1）両地区における高年属男子1名について次の場面において，どのよう

に使用言語が変容するかを明らかにするために，約1時閥ずつ話し合いの状

態を録音し，これを文字化して分析することにした。

　i．友人との雑談　　ii．未知外来者との応対　　iii．会議

　iv．未知高校長との談話　　v．既知年少者（友人の子息）との談讃

　（2）その他，各年代の男女各1名について，上記i，ii，における書語使

用の状態を録音し，これを文字化して比較資料としたほか，役場・農協等の

窓口での応対，各種会議，商店における応対，家庭における談話，個人的用

談，仲間うちの雑談等も録音し，参考資料とした。

　ただし，これらについての分析は次年度に持ち越された。

2　社会構造と語彙およびその稽法との関連について

　2．1　親族組織の構造と親族語の意昧用法との関連

　これまでの調査の継続であるが，今年度は，長男・長女，二男二女以下を

意味するアニ・アネ，オジ・オバ名称に重点を置いて，調査をした。アニ・

アネ，オジ・オバ名称にあたる福脇北部方言の丁丁が単語としてどのような

意味用法をもっているのかを記述し，各地方言の場合と比較対照する作業を

はじめた。そのため，今年度は次のような調査をした。

　①通信調査一三三三を除く，東北5県の46地点について通信調査を実

　　施した。

　②臨地調査一山形県河北町地方・富山県砺波地方・石損県七尾市地方

　　の方言の親族語について臨地調査をした。

　③方言集から親族等のカード採集一当研究所所蔵のいわゆる「東条カ

　　ード」には採録されていない各地の方言集・方言辞典のうち15点から親

　　三二をfO　一ドに採集した。

　以上の調査は，次年度にも継続する。

　2．2性向についての価値観と性向語彙の意味用法の構造との関連

　今年度は，前年度に大学生に実施したものと全く同じ内容のアンケート調

査を一般社会人に実施した。6月22日現在，男性74名，女性85名，計159名
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の皆さんから回答をいただくことができた。男性の平均年齢49．3歳，女性の

平均年齢47．7歳。大部分のかたは，前年度に調査した大学生のほぼ親以上の

世代にあたる。また，この中には，専門の国語研究者が32名含まれている。

調査の集計整理は，前年度の大学生の分と合わせて，現在進行中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯豊）
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現代語の表記法に関する研究

一新聞語彙調査に伴う漢宇および表記の研究一一

　　　　　　　　A　目　的・意義

　国語の正書法を確立するうえに役立つ基礎資料を得るために，二二の文

字・表三法に関する諸問題を調査・研究する。

B　担　　当　　者

　調査研究の担蚤者は，林四郎（45．4．30まで）・土屋信一一・一■野村雅昭の一

名であり，武田道子が作業を助けた。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　国語の文字表記についての諸問題を明らかにするために，これまで二つの

秀淘から調査研究を進めている。一つは文字活動をいとなむ読み手および書

き手を対象とした，表記行動に関する調査研究であり，いま一つは，書かれ

た文字資料を対象とした文字表記の調査研究である。

　前者として40年度から，「文字使用の実態調査」を取り上げ，後者として

42年度から，　「新聞語彙調査に伴う漢字および表認の硬究」を取り上げ，調

査研究を進めてきた。

　ザ文字使用の実態調査」は，文字活動をいとなむ読み手および書き手を対

象として，その表記の実態や，文字・表記に対する意識・態度を調査するこ

とを意図している。40年度には送りがな。かな書きの問題を中心に小調査を

実施し，41・42年度に学生・社会人合わせて約三千人を対象として送りがな

表記に関する意識調査を実施した。引き続き電子計算機を使って集計作i業を

進め，44年度末までに集計と分析および報告書の原稿の作成のほとんどすべ

てを完了した。　（『年報』18～21参照）

　「新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究」は，第一一資料研究室と言語
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計量調査室が進めている電子計算機による新聞の語彙調査にともない，漢字

および表記の研究を行なうものである。語彙調査によって作成されたデータ

に，機械および人手による処理を施し，各種漢字表，語表記表を作成し，そ

の分析・記述を行なうというのが，そのあらましである。42年度には，電子

計算機による，漢字調査の機械処理システムの設計およびプログラムの作成

を行なった。そして，43年度から，1紙1年分の長単位データについて機械

処理を行ない，45年度に1紙朝刊前半分のデータについて層別漢字表を，44

年度に1紙1年分のデータについて層別漢字表を作成し，分析結果の一部を

記述した。また，1紙朝刊前半分用語例表の作成にもとりかかった。

D　本年度の作業

　1　文字使用の実態調査（完了）

　薗年度までに完成していた報告書の原稿に，さらに手を加えて完成させ，

年度末に，　『送りがな意識の調査』（報告40）として刊行した。報告書の原稿

作成とは別に，中学生・高校生のみを対象とした分析を行ない，学年と送り

がな表記の関係・新聞を読む時間および雑誌を読む程度と送りがな表記との、

関係について分析した。また，送りがなのゆれの数値化についてこれまで採

ってきた方法について再検討し，別の方法による分析を一部試みた。これに

ついては，土屋信一「送りがなの数値化」　（『圏研LDP』8号）を参照され

たい。

　il新聞語彙調査に伴う漢字および表記の研究（継続）

1　漢字に関する研究

　（1）　1紙朝刊前半分長単位絹語例表の作成

　昨年度に引き続いて，朝臼新聞朝刊（1～6月）の用語例表の作成を行な

い，完了した。これは，手作業によって，個々の漢字が，どのような語を表

記するのに用いられ，どのような読み方がされたかを，全体および層別に示

したものである。

　（2）中聞報告の刊行
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　前年度に作成した，1紙1年分（全体の約3分の1のデータ量に相当す

る）の度数表をもとに，中問集計の結果を，『現代新聞の漢字調査（中聞報

告）』（資料集8）として刊行した。この資料集には，次の3種の表をおさめ

る。

　　○使用率順漢字表

　　○旧記使用度数贋漢字表

　　〇五十音順漢字表

　（3）全体処理のためのシステム設計

　面恥集計のための処理システムをもとに，最終集計までの全体：の処理シス

テムの検討を行ない，各種プログラムを作成した。1｛欄集計までの処理シス

テムおよびその晶晶点についてζまf電子計算機による国語研究（顕）』　（報告

39）串の下認の論文に述べてある。

　　野鼠雅昭「新聞漢字i調査iの機械処理システム」

　（4＞新聞使用漢字の分析

　本年度は，中間集計の結果をもとに．，新聞使用漢字の量的な分析，およ

び，漢宇を用いて表記された語についての実験的な分析を行なった。分析の

結果については，下誕の論文を参照されたい。

　　野村雅昭噺聞の漢字と雑誌の漢字」　（『国酒LD瑚6号）

　　罵「固有名詞表記に用いられた二言」　（『國研LDP』8号）

　なお，その一部については，6月に行なわれた，　「電子計算機による語彙

調査」の研究発表会で，「現代新聞の漢字使用の傾向」として発表した。

　そのほかに，前記（1）の用語例表にもとづいて，表外漢字（「当用漢字表」

に含まれない漢字）の使用傾向を調べた結果を，参考として，次に示す。

　朝El二三朝刊前半（1月～6月）には，延べ202，48G字の漢字が出現し，

その異なり字i数は，2，423字であった。また，そのうち，表外漢字は，650字

であった。表外漢字のうち，使用度数の大きいもの　（使用度数9以上）115

字について，それが固有名詞を表記するのに用いられた割合，および，広告

欄に出現した回数を調べた結果は，次のとおりである。
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鞍延べ剛
！補正案追加候補｛

｛漢字

i人名用漢字
…＿船蓑外翻
　　　　　　　1

ウ
騨
4
9

1
り
0
6計 115

　　　1
266　1

1，106　i

　　　l
1，192　1

3，　364

固有名詞
以外の使
用度数

固有名詞iI
　　　　ミ籔使脚

136

71

757

　130

1，e35

1，　235

広告欄以
外の使用
度数

四三

　163

　750

1，　009

103

356

983

，，g6．g，1　ZfP，O，　U　1，・92．；，1 1　1，　442

　（42．　9）

（計の欄の（）内の数字は，パーセント）

　ちなみに，同じ1紙朝刊前半分の，使用度正順土位100字の漢字が固有名

詞表記に用いられた割合は，14．0パーセントである。また，1紙1年分で出

現した漢字のうち，旧記欄に出現した漢字の比率は，35．6パーセントであ

る。

2　表言己に関する硫究

　表記に関する研究は，主として語表記の研究を霞的としている。そのため

には，語表記が一覧できる表を作る必要がある。その準備的段階として，ま

ず出典台帳カーードの作成に取りかかった。これはナンプリングしたデータの

ブロックごとに，新聞またはその縮刷版を切り抜きあるいは複写してカード

化するものである。磁気テープにはいっている語彙調査のデータを機械で処

理し，さらに，この出典台帳と対照させて情報を補い，語表記一覧表を作成

するというのが，作業の大よその流れである。本年度は，年度末までに1紙

1年分の出典台帳を作成した。また，機械処理システムについても検討し，

大よその流れを考えた。

　　　　　　　　　　　　E　今後の予定・

’1　漢字に関する研究

　全体の度数集計のための機械処理および全体の用語例のアウ5プットを行

なう。また，用語例表作成のための，人手による分析作業にとりかかる。
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2　表記に関する研究

　出典台帳カードは46年度前半に完成させる予定である。引き続き，機械処

理システムの設計およびプUグラミングに諏りかかり，1紙1年分の短単位

語表記台帳（磁気テープ）を作成し，その一部（かな書き語・まぜ書き語な

ど）を取り幽し，出典台緩カードを使って語表記一覧表を作成する予定であ

る。さらに，全体の籍表記一覧表を作成するための機械処理システムの設計

々こはいる予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土屋）
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漢字機能度の研究

　　　　　　　　　　　A　目　的・意義

　漢字の一字：一字が，現代語の申で，単語または造語要素としてどのように

働いているかを，書きことば資料について大量に調べ，その中で特に指導を

はらんだ字について社会各騒の被験者を求めて，用字の効果を実験調査し

て，現代語における漢字の機能を明らかにする。

B　担　　当　　者

　第四研究部長林四郎と第三資料研：究室の土屋信一，野村雅昭が担当し，小

林信子が協力した。

C　本年度の作業

　三年計画の第一年次に当たり，書きことば資料についての調査を行なっ

た。国立国語研究所がこれまでに実施した雑誌（婦人雑誌，総合雑誌，雑誌

九十種）の語彙調査の結果を，漢字を中心にして集成する作業にかかり，本

年のうちに，2，600余字，延べ約1◎万語を整理用紙に転記した。

D　今後の予定

　雑誌の語彙調査資料に，現在言語計量調査室を中心にして進行している新

聞語彙調査の結果を加えて，資料を集大成するとともに，実験調査を行なっ

て，漢字の機能を評定するための，別の面からの根拠を求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（林）
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電子計算機による語彙調査

　　一新聞を資料とする一

A　目 勺白

　婦人雑誌，総合雑誌，雑誌九十種と続けてきた現代語の用語の実態調査

を，カードによる人為作業から電子計算機による自動処理に移して，データ

の処理量をふやし，語彙調査の結果を今日的課題の解決に役立つようにする

ことを麟的とする。現代の新聞につき三百万語の標本をとり，語彙の実態を

明らかにしょうとする調査硯究である。

　　　　　　　　　　　B　担　　当　　者

　言語計量調査室の：石綿敏雄，斎藤秀紀，村木新次郎および第一資料研究室

の田1・1・1章夫，南不二男（45．5．23帰圏），江川清，中野上がこれに当たり，

言語計量調査室の花井夕起子，小高京子，沢村都喜江，下山いくよ，安藤陽

子，第一資料研究室の益子芳江，堀江久美子，紺野雅子が取縄作業を助け

た。計算機の保守のかたわらプログラム作成相談に日立電子ナービスの田口

昇氏の協力があった。

　　　　　　　　　　　C　これまでの経過

　昭和41年1月から12月までの新聞三紙（朝日・苺日・読売）一年分を対象

とする語彙調査は，昭和眼年から作業にとりかかり，42年末までに，サンプ

リング作業，計算機にかけるための前処理作業および長単位処理プログラム

の作成をほぼ完了し，1紙朝刊半年分について，テスト・ラソを実施した。

漢字テレタイプによる原データのさん孔作業と，それを入力して長単位関係

の磁気テープ上の各種ファイルを作成するオペレートとは，昭和42奪末まで

に，全体量の3分の1を終了した。昭和42年度には，短単位処理のプuグラ

ムの設計にとりかかり，昭和44年度にその機械処理を完了した。岡年度末に
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は，金工程の3分の1に当たる，長単位68万，短単位94万の処理を終えた段

階における長短両単位の出現頻度表を報告書（報告37）として刊行した。（長

単位，短磁並等の用語については同報告書を参照のこと。）

D　本年度の研究作業

　本奪度の研究作業のおもなものは次の通りである。

1．漢字テレタイプによる原データのさん孔

　漢字テレタイプによる原データのさん孔は，今回の調査の全データについ

て，本年度内にその作業を完了した。

2．原単位処理

　漢字テyタイプによる原データのさん孔が完了したので，これに．ついて長

単位機械処理プログラムをオベレートし，全データを機械のなかに入れ，中

処理のためのアウトプットを完了した。長単位二百万語のファイルの全整理

の一部をすませたが，一部は46年度の作i業にまわした。

3．データの中処理

　長単位処理がすんだ分について1紙1年分の出力単位について漢字に読み

がなをつけ，語種・誉詞などの八高をつけて再入力する。これを中処理とい

う。

本年度はさらに1紙分を完了し，残りの1紙分について作業中である。

4．類別語彙表報告書作成

　昨年度作成した類別語彙表の機械処理出力分に，つき，本年度に『電子計算：

機による新聞の語彙調査（9）』（報告38）を刊行した。内容は次の通りであ

る。

　調査の概要　調査の目的と内容　調査の方法

　語彙量の分析　語種別の語彙量　品詞別の語彙量　語種と品詞

　度数順外来語表

　品詞別度数順短単位表動詞の表ナ変動詞として使われた名詞の表出

　　容詞の表　形容動詞語幹の表　副詞の表　助動詞の表　助詞の表　接辞
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　　の表

　五十音順索引

　岡音短単位表

　同形短単位表

5．電子計算機による属語研究の報告書作成

　用語調査の方法，プWグラムの作成，結果の分析などにつき，『電子計算

機による国語研究（皿）』（報告39）を刊行した。この報告書は，別項に記した

「電子計算機に．よる言語処理に関する基礎的醗究」にかかわるもののほか，

語彙調査の報告として，次のものを含んでいる。

　林四郎「語彙調査と基本語彙」

　斎藤秀紀「電子計算機による語彙調査狂一主として短単位処理につい

　　て」

　田中章夫「新闘語彙調査の同音語と同形語」

　なお，今年度処理した2紙1年分の長単位処理プuグラムの一部について

は，同報告書中の石綿敏雄「新聞用語調査の用例印宇プログラム“COBO

L－KWIC”」中に説明がある。

E　今後の予定

　46年掌中に長単位ファイルをまとめ，中処理作業とその結果の漢テレさん

孔作業を継続し，短単位機械処理を行ない，47年度に結果をまとめ，全体の

語彙表を内容とする報告書を刊行する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石綿）
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国語および国語問題に関する情報の収集・整理

　国語に関する学問の一般を知り，あわせて学界の動向や世論の動きをとら

えるために，前年度に引き続き，本年度：も，昭和45年1月から12月までの刊

行の図書。雑誌・新聞について文献調査を行なった◎これらの文献目録は，

その他の資料・情報とともに，当研究所編『国語年鑑』（昭秘6年版）に掲載

されている。

　以下，そのおのおのについて分類し，冊数および点数により，大まかな傾

向を示すことにする。　（）内に前年の数を示し，今年のものと比較できる

ようにした。

　なお，今年から外国発行の刊行図書・雑誌も調査対象とした。ただし，採

録範囲は，日：本語の研究および日本語教育に関するものに限定した。

　この調査および国語年鑑に関する作業は，次のものが担当した。

　　　轡藤菊子　　田原圭子　　中曽根仁

　　　　　　　　　　　　1　刊行書の調査

　国語関係の刊行書について，書名。著（編）旧名・発行所。発行年月・

型・ページ数，ならびに内容を調べてカード化した。当研究所で入手できな

かったものについては，「納本週報」（園立国会図書館），その他の目録から情

報を補い，総数647冊についての分類目録を作成した。

　刊行書の分類と，その偲数

塵語（学）i

　国語一般

　国語史

｝音声・音韻1

巨字俵劃

三2（21）

29　（16）

6　（6）

語用，活語

語彙・用語

人名・地名

、。ωh璽．文体1
文 一

塗
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24　（13）

5　（3）

11　（5）

4　（8）



｝方－言　・　罠イ谷1
　　　　　　　　　　71　（56）

巨・・＝ケーシ・ヨ

　コミュニケーションー一般　8（1）

言語技術（話し方・暑：き方）38（21）

’｝青幸浸処理　　　　　　　　　　 4（4）

巨・…＝・一シ・ンl！・（・）

睡國字圏

黒糖藪田1

　國語教育一般

　学習指導一般

　ことばの指導一般

語彙・文字教育

文法教育

聞く・話す

　読む・読書指導

書く・作文指導

．文学教育

幼児教育（幼児の言語）

特殊教育

　学力調査

　二四教科書・その他

．i・編の研究と教司

！舗学その画

）3（2

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

7
2
1
2
1
8
0
0
1
2
1
4
4
4
2
1
3

（
。
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

2
4
3
2
0
⑪
7
4
4
7

ユ
3

）01（

6
1
5
4
〔

）23（15

1．一t￥ist．L・mig3g．1

　国語辞典

期語辞典・稽語集

　特殊辞典

索引

隆　　赴i

　資料

　史料

解題・腰録

　年鑑

　　5　（5）

　15　（9）

　　9　（10）

　　9　（9）

　17　（18）

　12　（2）

　　9　（21）

　15　（24）

470　（379）　干隠

匝　　刷
　国語学その他　　　　　　18（3）

　音声・音韻　　　　　　0（3）

女字・表記　　　9（1）

語彙・文法　　　　　　　　 14（4）

方’言・浅俗　　　　　　　　　　37（9）

　コミュニケーーション　　　17（9）

　笹§言吾問題　　　　　　　 2（1）

　国言吾教育　　　　　　　　　 19（4）

　日本語の研究と教育　　　　3（0）

言語学その他　　　　　　22（11）

　辞典・索引・資料　　　　36（6）

　　　　　総計　　647（430）冊
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H　雑誌論文の調査

　当研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所などの刊

行物から，関係論文・記事を調査し，題目・筆者名。尊名・巻号数・発行年

月およびページ数などを記載したカー｝’を作り，．分類別fO　一ド目録を作成し

たQ当研究所で入手できなかったものについては，「雑誌記事索引」（国立国会

麟書館）の人文・社会編および科学技術編，「LLBAj（Language　and　Lan一・

guage　behavior　abstracts），その他の目録類からできる限り情報を補った。採

録した論文・記事の総数は，2，797点に達した。　（連載物などについては，

各回ごと1・e　1点と数えることはせず，その題目について1点と数えた。）

　1一般刊行雑誌，および大学・硯究所等の紀要・報告類の種別数（園録類から採、

　　　録した分は含まない。）

　　a一般刊行雑誌（学会誌も含む）……329（267）種

属語・国文・言語ほか

方苗・民俗

圏語問題

圏語教育

マス・コミ関係

零話語

120（112）

10　（13）

　4　（3）

．31　（21）

12　（15）

三1（12）

三墨差1］誌。総合誌

文芸・詩歌・芸能

その他（教育・社会学・

　　心理学ほか）

臨時にはいった雑誌

夕能面

b大学・研究所等の紀要・報告類……211（202）種

2　論文・記事の分類とその点数

国語（学）1

聴評。随筆

臨　語　型

国語史一般

訓点資料関係

音声・音韻

141　（86）

52　（52）

32　（48）

15　（13）

音声・音韻一般

史的研究

アクセント・
　　イントネーション

記
表
体

．
字

　
・
記

字
字

文
附
表

五
口

善
’
μ用●彙語
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2　（1）

6　（6）

72　（73）

19　（11）・

42

22　（29）・

26（三4＞

10　（14）・

1　（O）・

14　（30）

42　（48）・



語彙・胴語一般

古語
現代藷

薪語・流行語

外来語

入名・地名（命名）

　辞書・索引

1文　　法「

91　（21）

41　（46）

16　（27）

9　（11）

24　（1）

三3（8）

lo　（2e）

文法上の諸問題（現代語法）

史的研究

敬語法

｝蝉・文体

交章・表現一般

証約研究

「iEWhl　tkl・）？EyE釈．｝

注釈一般

上古

中古

中世
近世以降

方言・民俗

方言一般

各地の方言

　東都

　西部
　九州・沖縄

．民俗

149（159）

43　（72）

15　（13）

66（144）

97　（65）

9　（4）

6　（9）

15　（17）

5　（8）

13　（9）

15　（33）

28　（27）

29　（19）

エ8（17）

2　（6）

コミュニケーション

コミュニケーションー般　25（11）

言語生活

言語活動

　言譜活動一般

　書く・読む

話す・聞く

情報処理

25　（25）

2　（7）

39　（34）

20　（6）

42　（27）

マス・コミaニケーーション

題
　
　
伝
版

問
　
　
塞
出

確
聞
送
・
・

般
　
　
追
刷

｝
新
図
引
印

闘語問題
弾語闘題一般

2　（14）

7　（4）

25　（16）

2　（3）

4　（5）

85　（42）

（うち，音訓・送りがな改定案

　に幽する意見　42）

表山己法　　　　　　　　　　　　　　　　15　（11）

　≧曲用漢字など　　　　　　　6（4）

国語教育
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国語教育一般

言語能力の発達

臨吾教育史

学習指導一般

ことばの教畜一般

丈字・表記教育

　W一マ宇教欝

34　（52）

9　（9）

14　（11）

59　（69）

36　（13）

10　（15）

3　（1）



語彙教育

文法教育

聞く・話す

読む・書く

　読む・書く一般

　読解指導

　読書指導

　修文教育

文学教育

古典前面

漢文教育

特殊教育

学力評価

国語教科書・教材研究

1躰語の研究と教司

学
五
口

箭
一
口

薔

　言語一般

　意　味

　比較研究

　翻訳の問題

　夕個品研究

　外難語教育（学習）

　各国の言語問題

｝資　　料1

資料一般

国語資料

　翻　刻

鼠　録

6　（1）

35　（71）

28　（3）

59　（3e）

42　（34）

32　（15）

121　（80）

37　（23）

11　（5）

　2　（4）

14　（8）

　5（7）

37　（32）

50　（20）

104　（63）

　7　（11）

10　（7）

14　（7）

58（工0）

18　（27）

12（エ3）

2　（2）

13　（14）

21　（14）

3　（4）

匿評・紹介1

　国語（学）その他

　音声・音韻

　二品・温言己

　語彙・文法

　辞書・索引

　文章・文体

　方言・民俗

　国語問題

　国語教育

　日本語の研究と教湾

　言語（学）その飽

　　　　　．量＿

26　（23）？

7　（1）

7（2）

23　（13）

ee）
12　（17）・

15　（6）

3　（1）

17　（9）

O　（7）

27　（15）

2，　401　（2，　049）　，pa．（．

追　　補i
国語（学）その麺

圏語史

音声・音韻

交字・衰記

語彙・用語

文　法

文章・文体

注　三

方　言

コミュニケーション

国語問題

国語教育

鰯本語の研：究と教育

言語（学）その他

19　（21）

17　（7）

16　（11）

25　（9）・

42　（18）

15　（le）

41　（le）

15　（O）

28　（17）・

20　（6）

6　（6）

72　（20）

4　（7）

76　（47）
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　なお，今年はLingztisiic　BibliograPhy　for　the　Year（Permanent

王nternational　Committee　of　Linguistics）の1939～1966年版から「海外に

おける巳本語研究」の文献屠録を採録し，分類別カード目録397枚を作成し

た。詳細は，　『国語年鑑』46年版1こ掲載した。

皿　新聞記事の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理・整本し，資

料として保存し，閲覧に供している。

　切り抜き点数は2，584点で，その内訳は次のとおりである。

　1こ口の種類と切り抜き点数

　　1・・夕干撫…　　　魚燈　　　309（473）

2

朝　日

（大阪）＊

毎　H

読　売

（大阪）＊

東　京

サンケイ

日；本経済

北海道

＊

5e5　（570）

（2）　（15）

314（198）

303（274）

（5）　（6）

217（425）

412（111）

147（126）

週刊・その他i

臼本読書新聞

週刊読書人

図書薪聞

薪聞協会報

教育学術上聞

その他

　　　　　　　　　　151　（68）　1

　（大阪）は，各紙の大阪版であって，山田房一氏から，

　に送られたものである。

月別の切り抜き点数

　1月　 203（189）　　　　2ノヨ　233（196）　　　　3月

　4月　182（226）　　　5月　211（233）　　　6月

　7月．243（170）　　　8月　172（186）　　　9月

　10月　224（227）　　　　11月　236（206）　　　　12月

29　（14）

76　（51）

29　（28）

32　（21）

17　（5）

36　（33）

1雪十　　　　2，584　（2，468）

関係記事のあるごと

256　（206）

195　（226）

215　（206）

214　（197）
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3　新聞記窮の分類とその点数

国語（学）一一般 215（158）

歴声・音韻 24　（19）

文 字

丁丁・表記

下下

㎝
璽

i6　（ll）

ユ1（1）

語

語彙一般

各種用語

新語・流行語・隠語

夕F困言吾　　。　夕罫来語

辞書
閣岡岬・命名

人名・地名

文 一
生

文
一

文体・表現

方

体

醤

　
語

　
準
書

般
標
方

一
と
の

言
言
地

方
方
各

「
活

生語言

言語生活一般

ことばの問題

ことばづかいの問題

敬語の閾題

194（4・52）

45　（23）

97　（52）

56　（43）

53　（31）

146　（60）

245（320）

12　（16）

34　（22）

7　（27）

4　（6）

59（372）

108　（49）

41　（22）

25　（16）

24　（29）

言語活動
言語活動一般

話すこと（聞くこと）

書くこと（読むこと）

曇・ヒ　聲斐
薦　　白

匡とばと機痢

国語間墨
国語問題一般

表記の問題

　表記一般

　当用漢字など

　かなづかい

　送りがな

　かな書き

　横書き・縦書き

入用・地名の衰記

外来語表記

　　んロー’マ子

育教語

一82一

国語教育一般

学習指導の問題

　学習指導一般

　話す（聞く）

　読む（読書指導）

　書く（作文指導）

文学・古典教育

特殊教育

1（7）

38　（25）

26　（13）

44　（14）

33　（26）

90　（41）

18　（18）

36（106）

5　（2）

5（3）

6　（11）

4（2）

14　（3）

9　（9）

6（1）

69　（16）

16　（4）

2　（4）

27　（19）

7　（9）

2　（3）

13　（15）



　視聴覚教育

　Pt・一マ宇教育

　学力テスト

　幼児語教育

1言語学
　言語一般

　外国語一般

　比較研究

　翻訳の問題

　外国語教育

　外様語に関する紹介ほか

今年も昨年に引き続き，

6（O）

O（1）

5　（O）

65　（14）

57　（49）

10　（7）

21　（9）

43　（27）

68　（32）

2g　（ls）　1

1・嬬・研究と蜀・・（・・）

マス・コミュニケーション

般一
ミ
　
　
告

コ
　
　
広

・
聞
送
・
版

ス
　
　
　
云

　
　
　
イ

マ
漸
放
富
…
出

［書評・紹介ほかI1

38　（21）

13　（10）

40　（43）

34　（13）

108　（38）

109　（77）

計2，5嬰（2，468）点

　　　　　　　　　　　　ことばに関する連載記事が多かった（くわしくは，

掴語年鑑』〈46年版〉に鰯糞）。分類項目の中で，例郊に比して，きわだって

記事が多かったのは，　「幼児語教育」だった。これは，中央教育審議会での

5歳児就学閥題や，当研究所の「幼児の言語能力に関する全圏調査」の1二1環閣

発表などの影響からか，この方面の解説記事や投書記事などが多かったため

である。また，　「雷語生活一般」の記事も多かった。これは，公衆電話の3

分制や，お話し中でもかかる電話，その他電話に関する新しい話題が多かっ

たためである。

　　　　　　　〔付〕　所外からの質問について

昭湘45年度に電話で受けた質閥件数を月別に示すと次のとおりである。

落
R

肩

847

45年
4月 5月 6刃 7月 8月 9月

朗｝、、月i、2月縮，月
月3

6s 撃唐R1ieols317s17elsglsg1431s71si1721

　質閥の内容は例年どおり，多方面にわたっていた。用字用語について163

件と件数が多いのも例年どおりだった。このなかでは，基準・規準，対象・

　　　　　　　　　　　　　　　一83一



対照，伸展・進展，生長・成長，精算・清算などの同音類義語の使い分けに

関しての質問が48件と多いのも変わらないことだった。漢字の読みユ01件

（姓名に関しての読みが36件），字体に関して51件（例えば，音。吉，塚。

塚など），語源に関して42件（へFn5件をふくむ）。送りがな41件，かな

づかい40件，そのほか，敬語の使いかた，当用漢字，文法，研究所および研

究所の刊行物についての照会など，例年のとおり質悶の多いものだった。電

話の質問のほかには，はがき。封書による質問が22通，直接硬究所に来所さ

れ質間した人が15人ほどあった。

　以上の質閥件数は，すべて質闇の係を通ったもので，研究員が直：接個人的

に受けた質問は含んでいない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田原，中警根）
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科学研究費補助金による研究

　日本語の電芋計算機処理のための基礎的研究（代表　岩淵悦太郎）　（総合研究A）

〈研究醤的〉

　電子計算機の普及と情報化社会の進展により，雷管を電子計算機で取り扱

う，いわゆる雷語情報処理が実用化されるようになり，より高度な処理法の

研究開発も行なわれるようになってきている。その基礎の一つとして，言語

の基本単位である文の処理があり，これが雷語情報処理の研究腿発の重要な

間題点になっている。この研究は，この文の処理法の驕発を目的としている。

〈実施計画の概要〉

　．ヒ記の露的を達成するために，言語の懸造を計算雷語学の立場から分析

し，①計算可能な文法規劉の系をつくること，②文を取り扱うアノレゴリズム

（計算手順）を開発してプUグラム化すること，③辛辛の雷語行動をシミュ

V一トし，学習機能をプmグラムに付与する研究をすすめることが必要であ

る。本年度には，①薪聞，文学作品などについて用例つき用語総索引をつく

り，分析データを作った。また，そのデータについて名詞と動詞の結合規則

を研究した。②活用形のアクセプタのアルゴリズムを開発し，構文分析の研

究を行なった。②人間の言語活動を発達過程からとらえるための行動の観察

と研究資料の作成を行なった。

　現代語の形成過程に関する基礎的研究（代表岩淵悦太郎）　（一般研究B）

〈研究目的〉

　明治・大正・昭和の100年号に．おける日本語の実態を巨視的にとらえ現代

語の形成過程に関する次の問題点を明らかにする。

　1．和語。漢語。外来語の消長

　2．語表記の推移

　3．漢字含有率の変遷
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〈実施計画の概要〉

　明治10年を基点として，10年閥隔で東京日日薪聞の1日分を対象に，その

紙面（朝刊）の全数調査を行なった（ただし，広告は除いた）。その1口に

は，明治10，20，30，40，大正6，昭湘2，12，22，32，42年の餐隼の11月

10巳を選定し牟が，1日分の語彙量が，年によって異なるので，ほぼ1：万語

になるよう，明治10，20，30，昭和22年1ま，11月10日に．連続する日を加え

たQ全延べ語数，約15万枚のカードを採集し，これに，語種，欄名，品詞，

固有名詞，所在（面一段一行）の情報を記入し，総索引を作成中である。索

引の完成しだい，上記の項目について分析の行なう予定である。
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図書の収集と整理

　前年度にひきつづき’，研究所の調査硬究活動に，必要な研究文献および言語

資料を収集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位の御妊

意に対して感謝する。

　昭和45年度に受け入れた図書および逐次刊行物の数は，次のとおりであ

る。

図　磐

　　受　　7y・…　脚…　■■・・・・・…　iif・・…　2，776藩｝

　　　　購　入

和　書　　1，101

洋　書　　　135

　計　　　1，236

寄　贈

466　＊

　23

489

逐次刊行物（学術雑誌，紀要，年報類）

　　継続受入・……………・…9……538種

　　　　　　購　入　　　　慰　贈

　　和　　　　55＊　　　　441

　　洋　　　　29　　　　　23

　　計　　　　84　　　　　454

製本雑誌

　770

　　67

　837

　　　＊

　　　＊．4t

計

496

42

538

その他＊＊　　計

　212　2，　549

　　2　227
　214　2，　776

上甲幹～氏寄贈を含む。

数量更生受入等。

＊新聞（8種）を含む。

（大塚）
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　　　　　　　　　　　庶　務報　告

　　　　　　　　　　　1　庁舎および経費

哩庁　舎

　所在　東京都北区西が丘3丁霞9番14号
　敷　　土也　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，030フn2

　建　物

　　本　館　　　鉄筋コンクリートニ階建　　　　（延）　　　　1，5762n2

　　囎館　鉄筋コンクリ＿ト平屋建書庫積層（延｝　　213・n・

　　電子計算機室　鉄筋コンクリ・一一ト平屋建　　　　　　　　　　　1187n2

　　その他付属建物　　　　　　　　　　　　　（延）　　　　1，4527n2

　　　　言十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，359m2

2経　費

　昭和45年度予算総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　177，681，◎00円

　　　　　　　　　　　人件費　　　　　　　101，792，000円

　　　　　　　　　　　讐黍　業　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　73，894，000円

　　　　　　　　　　　各所修繕　　　　　　　　　　　　1，995，000円

　昭和45年度文部省科学既究費補助金総額　　　　　　　　　6，180，000円

　　　　　　　　　　　総合研究（A）　　　　　　　　　　3，000，000円

　　　　　　　　　　　一船研究（B）　　　　　　　　　2，　6SO，　OOO　N

　　　　　　　　　　　　〃　　　　　（C）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500，000円

　　　　　　　　　豆評議員会（昭秘6年3月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　会長久松潜一　　副会長有光次郎
　　　　　　　　　（45．1．13会長就任）　　　　　　（46．3．2副会長就任）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　　　阿部　吉雄　　　：石井　良助　　　　江尻　　進

　　　　　　　　　　　　　　一一88一



　　　　　遠藤　嘉基　　　　尾高　邦雄　　　　高津　春繁

　　　　ひき
　　　　佐伯　梅友　　　　佐々木八郎　　　　沢田　慶輔

　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　カ
　　　　千葉雄次郎　　　　永井　健三　　　　中村　光夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　亜毘実　西脇順三郎　前田義徳
　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　　　　松方　：三郎　　　　山本　有三　　　　渡辺　　茂

　　　　　＊印は46．2．4再任。

　　　　　　　　　　　巫組織と職員

1定貴　　　74名
2　組織および職員（昭和46年3月31日現在）

　　　　　　　　　1職　名　氏　名i　備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
猷簾確所　所長早期太郎i
　第一研究部　　　　　部　　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

乱・と闘究中帯難村
　　　　　　　　　　　　　中村　　明｝

　　　　　　　　　　　　　高田正治1

　　　　　　　　　　　　　糠蓉子1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　繋ことば研多膣室長門門剃
　　　　　　　　　　　　　宮脇　達夫…

　　　　　　　　　　　　　高木　　翠1

　　　　　　　　　　　　　　珊原圭子

　．地方言語研究室室長徳川宗賢i
　　　　　　　　　　　　　本堂寛i

　　　　　　　　　　　　　佐藤亮一i

　　　　　　　　　　　　　高田　　誠i

　　　　　　　　　　　　　白沢宏枝l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　中野文子i46．3．31退職

　　　　　　　　　非常勤璽雰㌘i

　　　　　　　　　　　　　　－89一

野元　菊雄i46．2．19～46．3．30外国出張 　
）
　
イ
　
ワ

　
張
ハ

考
出
（



第二研究部

　国語教育研究室

言語効果研究室

第三研究部

　近代語研究室

第四研究部

　第一資料研究室

第二資料研究室

名
節
罷
醐
清
融
解
肝
㌫
螂
節
愛
戯
撤
蝕
彬
野
仁
麟
軟
朝
清
洋
恥
曝
難
聴
雄
肝

疑
諏
媚
灘
爾
取
細
琳
聯
離
駅
畝
綿
繰
細
餅
糊
禅
林
灘
南
酬
曙
掃
耽
網
織
灘
暢

名
長
長
　
　
　
　
　
勤
長
勘
　
　
長
長
　
　
　
長
長
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
常
則

職
部
塞
　
　
　
　
　
非
室
室
　
　
部
室
　
　
　
部
室
　
　
　
　
　
　
室
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　備
45．4．1昇任
四研究部長事務代理

45．4．1昇任

考

45．10，5～46．1．4　第

45．9．1主任研究宙になる。外目出
張（rt　一ストラリア・ニュージーラ
ンド）

45．9．1言語効果研究室長に併任

46．　2．19～46，3．30第一研究部長事

務代理

45．le．5～46．1．4文部省在外研究
員（ワシントン，ボストン）

休職（外外出張のため45。2．28～
45．　5．　31）

46．3．3ユ　退耳競



第三資料研究室

言語計蚤調i査室

庶　務　三

三　務　三

会　計　課

名
縣
醜
静
糊
画
論
熱
感
観
好
離
は
駐
灘
諺
猷
㍍
出
離
解
瞬
翻
騨
融
亨
比
論
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
薪
夕
　

都
い
　
　
　
　
　
　
　
佐

氏
騰
林
縦
軸
鵡
礁
融
融
耕
縞
融
融
購
醐
鱗
灘
縢
凶
漁
幽
幽
癬
融
融
油
漉
鰯
恩

名職

9
長

ω長
室
室

長室

長
長
長
佐

　
　
　
補

　
　
　
長

部
課
課
課

長
佐
佐

　
補
補

　
長
長

課
課
課

【
91

…

　備　　　　　　　考

45，5．1第三資料研1究蜜長併任解除

45．5．1昇任

45．4，1　採月｝

45．4。1採用

45．4．1　採用

45．4．10東京医科歯科大学に転出

45．4．10文化庁から転入

46．3，31退職

45．6，25東京外闘語大学に転出

45．7．1国立西洋美術館から転入

45。7．1東京教育大学に転出

45．5．1東京医科歯科大学から
　　　　　　　　　　　　　転入



図　書　館

職　　名

館　　長

民　　名

加藤　雅子

金田　とよ

船倉　正章

安藤信太郎

木村　権治

岩田　茂男

（欠）

大塚　通子

大浪由紀夫

備

46．3．31退職

考

　　　　　　　　　　　IV　研究発表会

L電子計轍によ礁彙襟（辛会者細50名）
　　日時　三図5年6月1叡別午後1時30分～4時30分

　畢、．所・∵遣轡ツヒ

　　　あレ｝さρ：tt・∴．ざ、、　，1　　駈長　　　　岩淵悦太郎

　　語彙調査デ臓名の自動処理法・　第一一資料研究室長　田中　章夫

　　　品詞認定の自動化　　　　　　　　　研究員　　　　　　　中野　　洋

　　現代新聞の漢字使用の傾向　　　　研究員　　　　　　野村　雅昭

　　語彙調査と情報処理　　　　　　　言語計量調査室長　石綿　敏雄

　　　質疑応答　璃会　　　　　　　　　第四研究部長　　　林　　四郎

2．幼児の読み書き’能力（来会旧約250名）

　・EI　H寺』tt・H召不［145fJ拝11月71ヨ（土）午後11｛寺30分～4日寺30分

　’場　所tt　・銀座ガスホール

　　　あいさつ　　　　　　　　　　　所　長　　　　　　岩淵悦太郎

　　　幼児はどれだけ読み書きできるか　研究員　　　　　　天野　　清

　　　か牟かな・漢字をおぼえるまで　　国語教育研究室長　村石　昭三

　　　幼稚薗比船ける文字の扱い　　　　　　　〃　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　一92一



幼児の読み書き調査から　　　　　亀戸幼稚園長　　　山内　昭道
　　一調査に滲擁して一
　　　　　　　　　　　　　　　　　九段幼稚園　　　　原田　愛子

　　V　外国人研究員および内地留学生の受け入れ

1．外國入研究員

氏名・職名

カール・ヴ・ティター

　　ハーバード大学言語学

　　科教授（アメリカ）

イルジー・ネウス｝ウプニ

　　ヴィクトリア州立モナ

　　シ’ユ大学H本学部教授

　　（オーストラリア）

アニック・ローラン
　　フランス文部省派遣学

　　生（フランス）

ユッタ・キsu　一一ナスト

　　鼠際キリスト教大学研

　　究生（西ドイツ）

研究馬屋

日本語の方言に関し，図

：書館の資料利用のたあ

　研究期間

昭和44．　6．　1から

昭和45．8．31まで

錘本語を中心とするヨ本　　昭和45．1．10から

交化の屡際的理解　　　　　昭和45．5．31まで

H本語の情報処理の研究

商業広告における日本語

（特に薪闘，雑誌などに

おける）の硫究

昭和46．1．26から

昭和46。9．30まで

昭和46，1．27カ〉ら

昭和46，9．30まで

2．内地留学生

氏　名 勤務・職名 研究題鼠 研究期間

福渡　淑子　日本ソフトウxア株　　呂本語の語彙文法　　昭和44．9．1から

　　　　　式会社準社員　　　　　論的研究　　　　　　昭和46．3．　31まで

板東　　武　徳島梁鳴門市第一中

　　　　　学校教諭

国語科における基

本的技能の指導は

どのようにすれば

よいか，特に文学

作品の指導はどの

ようにすればよい

か

昭和45．4．11から

昭和45．r、．15まで

田中　瑞穂　茨城梁勝田市立審毛　　国語科における効　　昭和45．4．13から

　　　　　小学校教諭　　　　　果的な読書指導　　　昭和45，7．10まで

高平　嘉明　杉並第一小学校教諭 児童言語発達につ

いての研修をおさ

め言語障害指導の

諸問題の解決の資

一93一

昭和45。7．16から

昭和46．3．31まで



浜崎久美子

石倉　有子

大津　　精

樺島　忠夫

高田　　明

高橋　勝吾

渡辺　憲義

　　　　tr

　　　　ノノ

茨城県真壁郡真壁町

真壁小学校教諭

京都山立大学文学部

助教授

富山豊新川郡入善町

外二町組合立舟見中

学校教諭

説明陰文章の読解力

を高める工夫

　　　　tt

とする

　　　tt

　　　tl

指導過程の実証的

研究

コンピュータによ

る言語処理につい

て

中学生の言語能力

の実態に関する調

査方法一新学習
指導要領への移行，

新教育課程の編成

の基礎調査一

群薄県村上市立岩

船小学校教諭

　　　II

　　　tt

　　　tt

昭和45．10．1から

昭和45．12，24まで

昭和45．10．1から

昭和46．228まで

昭和45ユ0．1から

昭和45．10．31まで

昭和45．10．12から

昭和45．10．16まで

　　　tt

1970．　5．　2

　　　5．　29

　　　6．　1

　　　6．　4A一　5

6．　5

6．　6

6．　18

6．　26

7．　2

Z7
7．　8

VI　日 記　　抄

東京都電気試験｝蓼〒言・卜潰U部長佐藤慶三三良「S氏eまカ）5名見学

文化庁附属機関庶務会計部課長会議（京都国立博物館）

國立国語研究所研究発表会（岩波ホール）

第29回文部省所轄ならびに圏立大学附置研究荻長会議（日本都市セ

ンター）

文部省所轄研究所長会議（東京）

第22回文部省所管研究所事務長会議（国立西洋美術館）

同志社大学英語英文学研究室岡田妙氏見学

長野粟南佐久郡甲組小・中学校教頭会甘利賢一氏ほか11名見学

翻際キリスト教大学日本語科金井英雄ほか7名見学

鹿児島県教育センター国語研究主事亀井秀隆民見学

第73回国立国語研究所評議員会

　議事

　　　　　　　　　一94一



8．　8

9．　9

9．　10

9．　29

9．　30

1e．　28

11．　3

11．　7

11．　10”vl1

11．　11

12．　8

　　12．　16

　　12．　19

1971．　1．22

2．　2

2．　10

2．　17

　　1．昭和45年度事業計癒について

　　2．研究所整備旧記について

　　3。昭和46年度概算：要求について

　　4．その他

梅光女学院大学短大講師白木進氏見学

フランスグルノーブル大学教授機械翻訳研究センター蕨長B．Vau－

quois　氏ζまカ＞2名見学

東京教育大学助教授松本昭氏ほか7名見学

パリ大学大学院のエコール・プラチックの学務部長リガロフ教授，

どビアヌ・アルトン調製，マェス教授見学

第器回文部省所轄機関事務協議会（大雪鳶年の家）

東京都立杉並ろう学校阿部春治ほか14名見学

職員リクリエーション（長瀞方面）

闘立幽翠研究所研究発表会（銀座ガスホール）

文部省所轄研究所長会議（奈良）

東京都立墨田川高等学校坂井教諭ほか生徒23名見学

第74回国立国語研究所評議員会

　議事

　　1．昭和46年度研究事業中間報告

　　2．昭和46年度概算要求について

　　3．研究所整備計画について

　　4．その他

二丁学舎方言研究会久保田芳男ほか19名見学

劇立記念行事　記念講演・講師西脇順竺郎氏（研究所で）

日米科学協力国際ゼミナー事業の一環として同ゼミナー出席者プリ

ンスレン大学キアマン教授ほか16名見学

スPt・一デン言語学者B・イエルヌット氏見学

スエーデン大学院スタファン・ヤンソン氏見学

東京教育大学国府台分校内地留学生菊地氏ほか10名見学

　　　　　　　　　一95一



2．　22

2，　26

3．　2

3．　9

3．　22

岐阜漿教育センター一　N口参菩氏見学

オーストラリア・モナシュ大学教授マルク・ブリユネー氏晃学

第75回嗣立国語研究所評議員会

　議事

　　1．副会長互選

　　2．昭和46年度予算内示について

　　3．庁舎新営について

　　4，その他

名・：憲薩：繕硫究所長連絡協議会昭和45年度定例総会　（都道府県会館）

文化庁附属機関長会議（国立教育会館）

A一一 X6　一一一一
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